
医
学
切
手
・
書
画

腎
移
植
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
承
二
六
（
一
）
一
二
’
二
二

一
九
八
一

・
ヘ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
桑
三
六
（
六
）
五

七
三
’
五
七
四
一
九
八
一

ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
国
○
国
目
い
く
①
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
一
六

（
八
）
中
付
一
九
八
一

リ
ー
ビ
ヒ
』
．
ぐ
○
目
目
３
億
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ゑ
一
一
六

（
一
○
）
八
二
一
’
八
二
二
一
九
八
一

ハ
ー
ラ
ー
ン
．
ぐ
。
昌
国
昌
貝
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
象
一
一
六

（
一
二
）
中
付
一
九
八
一

ピ
ネ
ル
弔
巨
唇
国
目
①
］
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ぷ
二
七
（
三
）

中
付
一
九
八
一

ク
ロ
ー
グ
シ
巨
唱
降
侭
８
響
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
承
二
七

（
五
）
二
四
四
’
二
四
五
一
九
八
一

ロ
キ
タ
ン
ス
キ
ー
閥
．
閃
○
底
同
日
匂
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ぷ
一

一
七
（
七
）
中
付
一
九
八
一

国
⑦
庁
ロ
尻
の
岸
『
生
誕
一
○
○
年
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
ふ
二
七

（
一
○
）
八
五
六
’
八
五
七
一
九
八
一

フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
ぐ
脚
目
の
鼠
③
蔚
昌
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
象

二
七
（
一
二
）
中
付
一
九
八
一

医
史
学
関
係
文
献
目
録
（
項
目
五
十
音
順
）

角
膜
移
植
と
眼
球
銀
行
創
設
者
昌
脚
８
く
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
染

二
八
（
己
一
六
、
（
五
）
二
六
七
’
二
六
八
一
九
八
一

ビ
シ
ャ
昌
目
。
厚
画
口
冒
ｍ
ｘ
ｐ
ぐ
胃
国
呂
昌
古
川
明
医
学
の
あ

ゆ
ゑ
一
一
八
（
三
）

ビ
ル
ロ
ー
ト
弓
冨
且
○
崎
国
岸
○
号
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
承
二

八
（
一
二
）
中
付
二
九
（
三
）
中
付
一
九
八
一

国
際
障
害
者
年
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
承
二
九
（
一
）
一
四
’

一
五
一
九
八
一

ウ
イ
ル
ヒ
ョ
ウ
詞
且
。
烏
ぐ
胃
冒
等
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
承
一

一
九
（
八
）
中
付
（
一
二
・
一
三
）
中
付
一
九
八
一

魯
迅
生
誕
一
○
○
年
古
川
明
医
学
の
あ
ゆ
み
二
九
（
一
○
）

七
八
二
’
七
八
三
一
九
八
一

朝
倉
の
国
工
曽
我
紹
仙
筆
「
山
水
図
」
の
賛
文
（
朝
倉
の
医
・
好
月
老
人
は

三
崎
氏
先
祖
か
）
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り
（
二
二
八
）

一
二
一
九
八
一

曽
我
墨
渓
（
推
定
）
筆
、
一
休
着
賛
の
「
神
農
像
」
岩
治
勇
一
福
井

県
医
師
会
だ
よ
り
（
二
三
○
）
二
○
一
九
八
一

医
学
教
育

長
与
専
斎
と
長
崎

学
長
選
挙
の
始
ま
り
伴
忠
康
い
ず
桑
二
八
（
四
）
一
二
一

九
八
一

医
進
課
程
の
創
設
伴
忠
康
い
ず
承
二
八
（
五
）
一
二
一
九

八
一

新
潟
医
科
大
学
ド
イ
ツ
人
医
学
教
師
グ
レ
フ
（
①
乱
宙
一
八
八
七
’
一
九
六
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六
）
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
七
一
）
一
九
八
一

ド
イ
ツ
医
学
採
用
前
後
の
別
な
事
情
（
二
）
ｌ
主
に
酉
罵
ｏ
閃
の
８
ａ

ｏ
閉
８
．
Ｆ
。
且
。
固
の
資
料
よ
り
の
引
例
Ｉ
原
口
忠
男
日
本
医
史

学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
六
四
’
二
六
六
一
九
八
一

帝
国
大
学
医
科
大
学
別
課
医
学
科
第
十
九
回
、
二
十
回
卒
業
生
名
簿
小
関

恒
雄
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
四
）
三
五
九
’
三
六
一
一
九
八
一

鳥
取
医
学
校
こ
ぼ
れ
話
岸
本
頼
子
日
本
医
事
新
報
（
二
九
七
四
）

六
八
一
九
八
一

医
学
用
語

国
。
”
嘗
呉
の
語
源
に
よ
せ
て
科
学
史
と
医
学
史
の
間
か
ら
大
島
智
夫

信
州
医
誌
二
九
（
四
）
三
七
五
’
三
七
六
一
九
八
一

医
語
の
語
源
に
つ
い
て
立
川
清
日
本
医
事
新
報
（
二
九
七
五
）
一

三
九
一
九
八
一

医
学
用
語
の
ル
ー
ツ
を
探
る

神
話
に
由
来
す
る
医
学
用
語
酒
井
シ
ヅ
閏
‐
昌
命
島
。
二
（
五
）

二
二
’
二
三
一
九
八
一

人
名
・
地
名
由
来
の
医
学
用
語
酒
井
シ
ヅ
国
‐
昌
且
旨
二

（
六
）
一
八
’
一
九
一
九
八
一

人
名
由
来
の
医
学
用
語
酒
井
シ
ヅ
閏
‐
冒
⑦
ｓ
ｏ
二
（
七
）
一
八

’
一
九
一
九
八
一

頭
に
か
か
わ
る
医
学
用
語
酒
井
シ
ヅ
国
‐
目
の
島
。
二
（
七
）
二
二

’
二
三
一
九
八
一

ア
ラ
ビ
ア
語
由
来
の
医
学
用
語
酒
井
シ
ヅ
閏
‐
旨
①
島
。
二

（
八
）
一
八
’
一
九
一
九
八
一

目
に
関
す
る
言
葉
酒
井
シ
ヅ
関
‐
旨
＆
荷
二
（
二
）
二
三
’

二
四
（
一
二
）
二
二
’
二
三
一
九
八
一

医
史
学
一
般

一
八
世
紀
日
本
の
医
学
に
お
け
る
科
学
革
命
ｌ
蘭
方
の
発
展
の
た
め
の
思
想

的
な
前
提
ウ
ィ
リ
ア
ム
．
Ｄ
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
日
本
医
史
学
雑
誌

二
七
（
一
）
六
’
二
○
、
（
二
）
一
三
一
’
一
五
六
一
九
八
一

目
§
画
函
ご
画
。
三
目
の
画
且
冨
自
”
”
冒
胃
。
８
碗
目
”
シ
○
○
日
目
易
。
ロ
昌

乏
２
９
昌
働
且
弓
副
且
嵐
。
邑
巴
憲
冒
目
①
“
の
少
弓
Ｈ
ｏ
四
号
研
８
弔
昌
の
昌

○
胃
。
旨
閏
盟
胃
冨
．
Ｆ
ｏ
烏
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
四
）
四

二
二
’
三
九
二
一
九
八
一

古
京
出
土
遺
物
の
医
史
学
的
研
究
（
そ
の
一
）
ｌ
木
簡
に
つ
い
て
樋
口

誠
太
郎
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
四
）
二
九
三
’
三
○
三
一
九
八

日
本
の
医
療
文
化
史

紅
毛
流
外
科
の
人
び
と
宗
田
一
ｚ
２
の
冒
胃
日
ｐ
（
五
七
）
二

七
’
三
三
一
九
八
一

日
本
研
究
の
テ
ン
・
ラ
イ
ネ
と
ケ
ン
・
ヘ
ル
宗
田
一
ｚ
２
の

与
沙
埼
目
囚
（
五
八
）
二
七
’
三
三
一
九
八
一

通
詞
系
医
学
宗
田
一
ｚ
２
①
旨
さ
吋
日
画
（
五
九
）
二
七
’
三
三

（
六
○
）
二
七
’
三
三
一
九
八
一

古
方
派
の
台
頭
宗
田
一
ｚ
２
①
旨
さ
旬
日
画
（
六
一
）
二
七
’
三

三
一
九
八
一

古
方
派
の
進
展
宗
田
一
ｚ
２
①
冒
さ
『
日
脚
（
六
二
）
二
八
’
三

三
一
九
八
一
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解
剖
事
始
宗
田
一
ｚ
２
①
胃
艮
耳
目
㈹
（
六
三
）
二
八
’
三
三

一
九
八
一

東
洋
以
後
の
解
剖
宗
田
一
Ｚ
⑦
目
⑦
旨
○
吋
目
画
（
六
四
）
二
八
’

三
三
一
九
八
一

古
方
派
と
蘭
学
と
宗
田
一
ｚ
２
①
昏
昏
司
日
四
（
六
五
）
二
八
’

三
三
一
九
八
一

江
戸
の
蘭
学
（
運
動
）
事
始
宗
田
一
ｚ
２
①
冒
さ
目
自
画
（
六

六
）
二
八
’
三
三
一
九
八
一

杉
田
玄
白
を
め
ぐ
る
人
び
と
宗
田
一
ｚ
２
の
旨
さ
再
日
蝕
（
六

七
）
二
八
’
三
三
一
九
八
一

ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
の
日
本
人
弟
子
た
ち
宗
田
一
Ｚ
①
目
の
冒
さ
『
目
秒

（
六
八
）
二
七
’
三
三
一
九
八
一

日
本
の
医
療
史
酒
井
シ
ヅ
薬
事
新
報
（
二
○
二
）
七
五
’
八
二
、

（
二
一
九
）
七
三
’
八
二
、
（
二
三
二
）
七
二
八
’
七
三
三
、

（
二
四
五
）
七
七
’
八
二
一
九
八
一

医
療
機
器

江
戸
時
代
種
痘
鍼
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
七
四
）
一
九

八
一

医
療
制
度
史

わ
が
国
の
母
子
保
健
の
変
遷
松
本
清
一
小
児
科
二
二
（
三
）
二
六

一
’
二
六
八
一
九
八
一

工
場
法
の
審
議
過
程
に
お
け
る
条
文
修
正
の
状
況
乾
修
然
日
本
医

史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
五
五
’
二
五
六
一
九
八
一

極
東
国
際
軍
事
裁
判
速
記
録
の
な
か
に
あ
る
「
厚
生
省
」
の
記
事
に
つ
い
て

清
水
勝
嘉
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
五
六
’
二
五
七
一
九

八
一

岡
谷
蚕
糸
博
物
館
所
蔵
資
料
に
承
る
製
糸
工
女
の
医
療
費
負
担
に
つ
い
て

（
第
三
報
入
院
・
死
亡
お
よ
び
帰
宅
の
場
合
）
清
水
勝
嘉
日
本

医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
五
八
’
二
五
九
一
九
八
一

岡
谷
蚕
糸
博
物
館
所
蔵
資
料
に
ゑ
る
製
糸
工
女
の
医
療
費
負
担
に
つ
い
て

（
第
四
報
一
カ
年
間
の
薬
価
支
払
先
に
つ
い
て
）
清
水
勝
嘉
日

本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
六
○
’
二
六
二
一
九
八
一

日
本
医
療
史
日
戸
修
一
日
本
医
事
新
報
（
二
九
六
八
）
六
八
’
七
○

（
二
九
六
九
）
六
八
’
六
九
、
（
二
九
七
二
）
七
一
’
七
四
、
（
二
九
七

三
）
六
二
’
六
四
、
（
二
九
七
四
）
六
九
’
七
一
、
（
三
○
○
○
）
六
七

’
七
一
、
（
三
○
○
一
）
六
四
’
六
七
、
（
三
○
○
二
）
七
○
’
七
三
、

（
三
○
○
七
）
六
八
’
七
○
、
（
三
○
○
八
）
六
五
’
六
八
一
九
八
一

明
治
期
の
諏
訪
地
方
に
お
け
る
製
糸
工
女
の
医
療
費
負
担
の
状
況
清
水

勝
嘉
防
衛
衛
生
二
八
（
三
）
四
五
’
六
三
一
九
八
一

衛
生
・
公
衆
衛
生

労
働
と
健
康
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
資
料
衛
生
史
事
始
ｌ
扶
氏
長
生
法
ｌ

三
浦
豊
彦
科
学
医
学
資
料
研
究
（
九
一
）
四
’
七
一
九
八
一

屯
田
兵
村
に
お
け
る
わ
が
国
初
期
の
農
村
保
健
の
統
計
に
つ
い
て
清
水

勝
嘉
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
五
二
’
二
五
四
一
九
八
一

古
代
イ
ン
ド
の
公
衆
衛
生
杉
田
暉
道
日
本
公
衆
衛
生
雑
誌
二
八

（
一
）
五
三
’
五
六
一
九
八
一

埼
玉
県
に
お
け
る
明
治
一
○
年
代
の
公
衆
衛
生
（
第
一
報
）
町
村
衛
生
委
員

に
つ
い
て
清
水
勝
嘉
防
衛
医
大
誌
六
（
一
）
四
九
’
五
六
一
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九
八
一

解
剖
学
史

日
本
解
剖
学
史
酒
井
シ
ヅ
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
四
）
三
四
四

’
三
五
八
一
九
八
一

学
会
学
会
記
医
史
学
会
堀
江
健
也
日
本
医
事
新
報
（
二
九
九
四
）
四
五

’
四
七
一
九
八
一

看
護
史

看
護
の
変
革
・
戦
後
三
○
年
湯
槙
ま
す
、
小
玉
香
津
子
看
護
三
三

（
一
）
二
四
’
二
二
、
（
二
）
八
四
’
九
一
一
九
八
一
（
三
）

八
二
’
八
九
一
九
八
一

ク
リ
オ
ヘ
の
感
謝
歴
史
に
承
る
看
護
婦
群
像

鈴
木
ま
さ
の
こ
と
（
一
八
五
七
’
一
九
四
○
）
高
橋
政
子
看
護
教
育

二
二
（
六
）
三
九
九
’
四
○
四
一
九
八
一

高
野
京
の
こ
と
（
一
八
七
九
’
一
九
七
○
）
高
橋
政
子
看
護
教
育

二
二
（
七
）
四
五
一
’
四
五
六
一
九
八
一

「
幼
き
イ
エ
ズ
ス
修
道
会
」
と
看
護
活
動
高
橋
政
子
看
護
教
育

二
二
（
八
）
五
一
三
’
五
二
○
一
九
八
一

大
関
和
の
こ
と
（
補
遺
）
高
橋
政
子
看
護
教
育
二
二
（
九
）
五
七

五
’
五
八
二
一
九
八
一

、
ヘ
ル
ナ
ル
ド
山
の
廃
屋
と
忘
れ
ら
れ
ぬ
人
高
橋
政
子
看
護
教
育

二
二
（
一
○
）
六
四
四
’
六
五
○
一
九
八
一

大
正
十
五
年
の
諏
訪
地
方
に
お
け
る
製
糸
工
場
病
室
の
看
護
婦
名
簿
に
つ
い

て
清
水
勝
嘉
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
六
二
’
二
六
四

一
九
八
一

外
科
史

輸
血
の
歴
史
遠
山
博
か
ら
だ
の
科
学
（
九
七
）
一
三
五
’
一
三
九

（
一
○
○
）
二
二
八
’
二
三
二
、
臨
床
医
七
（
一
二
）
二
五
○
八
’
二

五
一
○
一
九
八
一

の
匙
①
旨
○
ｍ
の
外
科
酒
井
シ
ヅ
手
術
三
五
（
八
）
九
一
二
一
九
八

ヘ
ル
’
一
ア
手
術
酒
井
シ
ヅ
手
術
三
五
（
一
）
八
一
九
八
一

下
肢
切
断
術
酒
井
シ
ヅ
手
術
三
五
（
二
）
二
二
一
九
八
一

目
澤
。
日
画
”
ｇ
ｇ
８
Ｈ
言
の
房
の
手
術
酒
井
シ
ヅ
手
術
三
五
（
三
）

二
八
○
一
九
八
一

焼
灼
術
酒
井
シ
ヅ
手
術
三
五
（
四
）
三
六
三
一
九
八
一

気
管
切
開
酒
井
シ
ヅ
手
術
三
五
（
五
）
五
○
六
一
九
八
一

わ
が
外
科
学
研
究
五
○
年
の
歩
象
消
化
性
潰
瘍
の
成
因
論
に
沿
っ
た
現
実

的
手
術
法
と
そ
の
心
に
つ
い
て
石
原
恵
三
手
術
三
五
（
五
）
五

八
九
’
五
九
四
一
九
八
一

サ
レ
ル
ノ
の
外
科
学
酒
井
シ
ヅ
手
術
三
五
（
九
）
九
六
六
一
九

八
一

膀
胱
結
石
裁
石
術
酒
井
シ
ヅ
手
術
三
五
（
一
二
）
一
三
四
三
一

九
八
一

明
治
中
期
に
お
け
る
外
科
学
講
義
の
一
例
奥
富
敬
之
日
本
医
史
学
雑

誌
二
七
（
三
）
二
六
七
一
九
八
一

明
治
時
代
に
お
け
る
わ
が
国
の
造
鼻
術
星
栄
一
日
本
医
史
学
雑
誌

二
七
（
三
）
二
六
八
’
二
七
○
一
九
八
一
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本
邦
に
お
け
る
草
創
期
の
胆
の
う
外
科
松
木
明
知
日
本
医
史
学
雑
誌

二
七
（
四
）
三
三
五
’
三
四
三
一
九
八
一

「
長
崎
の
外
科
史
」
を
め
ぐ
っ
て
中
西
啓
・
大
村
敏
郎
臨
床
外
科

三
六
（
八
）
一
二
五
九
’
一
二
六
九
一
九
八
一

形
成
外
科
史

事
始
め
・
日
本
の
形
成
外
科
大
森
清
一
形
成
外
科
二
四
（
一
）
七

四
’
八
○
一
九
八
一

産
婦
人
科
史

『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
補
遺
（
上
）
Ｉ
そ
の
産
科
学
史
的
考
察

中
西
勉
日
本
医
事
新
報
（
二
九
八
○
）
六
二
’
六
五
一
九
八
一

北
海
道
に
お
け
る
明
治
期
の
帝
王
切
開
術
に
つ
い
て
松
木
明
知
日
本

医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
五
二
一
九
八
一

歯
学
史

仏
典
に
み
え
る
歯
の
健
康
観
杉
本
茂
春
医
学
史
研
究
（
五
五
）
三
四

’
三
七
一
九
八
一

江
戸
時
代
の
歯
科
医
小
説
に
な
っ
た
〃
口
中
医
者
″
篠
田
達
明
・
橋

本
脩
二
デ
ン
タ
ル
ダ
イ
ャ
モ
ン
ド
六
（
六
）
七
三
’
七
九
一
九
八

戦
時
下
に
於
て
活
用
す
可
き
歯
科
界
の
人
的
資
源
（
昭
十
八
）
に
つ
い
て

本
間
邦
則
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
七
一
’
二
七
二
一

九
八
一

日
本
歯
科
医
学
発
展
の
回
顧
鈴
木
勝
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

八
（
二
）
一
’
六
一
九
八
一

中
国
で
口
歯
の
医
療
に
用
い
ら
れ
た
塩
に
つ
い
て
第
一
報
中
国
に
於
け

る
産
塩
の
沿
革
と
分
布
戸
出
一
郎
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八

（
二
）
七
’
二
二
一
九
八
一

江
西
省
南
昌
市
東
呉
高
栄
よ
り
発
見
し
た
金
製
小
楊
枝
に
つ
い
て
’
一
・
九
八

○
年
八
考
古
Ｖ
三
期
二
一
九
頁
の
江
西
省
南
昌
高
栄
基
的
発
掘
に
よ
る
ｌ

周
大
成
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
二
）
二
三
’
二
四
一
九

八
一

歯
固
の
変
遷
に
つ
い
て
（
第
一
報
）
長
谷
川
正
康
日
本
歯
科
医
史
学

会
会
誌
八
（
二
）
二
五
’
三
○
一
九
八
一

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
出
品
物
第
一
報
歯
科
器
材
に
つ
い
て

大
橋
正
敬
・
後
藤
尚
久
・
竹
井
満
久
・
片
山
幸
太
郎
・
菅
原
明
善
・
臼
井

潔
・
芝
原
健
夫
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
二
）
三
一
’
三
八

一
九
八
一

明
代
の
歯
科
専
門
書
八
口
歯
類
要
Ｖ
に
つ
い
て
周
大
成
日
本
歯
科

医
史
学
会
会
誌
八
（
二
）
三
九
’
四
○
一
九
八
一

中
国
口
腔
医
学
発
展
簡
史
周
大
成
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八

（
三
）
一
’
一
九
一
九
八
一

ク
ル
ッ
ク
ス
管
を
用
い
た
初
期
の
Ｘ
線
写
真
の
検
討
沼
田
久
次
日
本

歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
三
）
二
○
’
二
五
一
九
八
一

中
国
で
口
歯
の
医
療
に
用
い
ら
れ
た
塩
に
つ
い
て
第
二
報
本
草
書
に
載

る
塩
に
つ
い
て
戸
出
一
郎
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
三
）

二
六
’
三
五
一
九
八
一

中
国
新
石
器
時
代
人
類
の
口
腔
に
球
を
含
む
習
俗
に
つ
い
て
周
大
成

日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
三
）
三
六
’
三
九
一
九
八
一

仏
典
に
ふ
え
る
健
康
観
と
特
異
な
症
候
群
杉
本
茂
春
日
本
歯
科
医
史
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学
会
会
誌
八
（
三
）
四
○
’
四
五
一
九
八
一

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
出
品
物
第
二
報
歯
磨
に
つ
い
て

大
橋
正
敬
・
長
谷
川
清
・
竹
井
満
久
・
菅
原
明
善
・
小
田
邦
雄
・
芝
原
健

夫
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
三
）
四
六
’
五
一
一
九
八
一

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
歯
科
出
品
物
第
三
報
歯
ブ
ラ
シ
お
よ
び
楊

枝
に
つ
い
て
大
橋
正
敬
・
仁
平
真
佐
秀
・
片
山
幸
太
郎
・
菅
原
明
善

小
田
邦
雄
・
芝
原
健
夫
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
三
）
五
二
’

五
五
一
九
八
一

歯
磨
の
名
称
（
み
が
き
砂
か
ら
歯
磨
に
至
る
）
の
移
り
変
り
に
つ
い
て

本
山
佐
太
郎
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
四
）
五
’
六
一
九
八

木
床
義
歯
の
研
究
仏
師
と
入
歯
師
杉
本
茂
春
日
本
歯
科
医
史
学
会

会
誌
八
（
四
）
六
’
七
一
九
八
一

山
本
文
之
衛
門
使
用
の
木
床
義
歯
中
原
泉
・
新
藤
恵
久
・
山
本
貞
雄

柏
木
正
男
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
四
）
七
一
九
八
一

一
八
○
○
年
代
の
補
綴
技
術
の
発
展
永
田
和
弘
日
本
歯
科
医
史
学
会

会
誌
八
（
四
）
七
’
八
一
九
八
一

「
備
急
千
金
要
方
」
に
記
載
さ
れ
た
歯
病
に
つ
い
て
戸
出
一
郎
日
本

歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
四
）
八
’
九
一
九
八
一

新
聞
に
ゑ
ら
れ
る
医
学
と
歯
学
の
広
告
谷
津
三
雄
、
鈴
木
勝
日
本

歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
四
）
九
’
一
○
一
九
八
一

高
麗
郷
の
由
来
と
そ
の
歴
史
高
麗
澄
雄
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

八
（
四
）
一
○
一
九
八
一

戦
後
大
学
の
厚
生
補
導
の
歩
み
多
和
敏
一
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

八
（
四
）
一
○
’
二
一
九
八
一

冨
③
唖
。
‐
シ
ョ
①
国
８
に
お
け
る
目
Ｃ
Ｏ
号
冒
匡
己
昌
○
口
の
研
究
（
そ
の
二
）

ｌ
メ
ソ
ァ
メ
リ
カ
と
日
本
の
目
。
。
昏
日
屋
己
昌
。
旨
の
比
較
研
究
ｌ

森
山
徳
長
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
四
）
二
一
九
八
一

鎌
田
玄
台
に
関
す
る
補
遺
嶋
村
昭
辰
・
上
潟
口
武
日
本
歯
科
医
史
学

会
会
誌
八
（
四
）
二
’
一
二
一
九
八
一

明
治
の
書
籍
に
見
ら
れ
る
歯
学
の
検
討
（
第
一
報
）
ｌ
後
藤
新
平
訳
普
通
生

理
学
に
つ
い
て
Ｉ
岡
田
治
夫
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
四
）

一
二
’
一
三
一
九
八
一

歯
固
の
変
遷
に
つ
い
て
長
谷
川
正
康
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八

（
四
）
一
三
一
九
八
一

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
お
け
る
歯
科
医
業
は
時
代
の
尖
端
を
い
く
新
し
い
職

業
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
？
長
谷
川
俊
夫
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

八
（
四
）
一
三
一
九
八
一

模
様
入
り
歯
科
診
療
用
器
械
の
用
い
ら
れ
た
時
期
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て

下
総
高
次
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
四
）
一
三
一
九
八
一

一
一
ツ
ヶ
ル
め
っ
き
を
応
用
し
た
わ
が
国
最
初
の
医
療
器
械
器
具
に
つ
い
て

大
橋
正
敬
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
四
）
一
三
’
一
四
一
九

八
一

古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
歯
科
医
学
（
そ
の
二
）
Ｉ
Ｃ
の
冒
切
著
口
の
旨
①
島
。
旨
四

の
歯
科
医
学
的
記
載
の
翻
訳
１
森
山
徳
長
日
本
歯
科
医
史
学
会
会

誌
八
（
四
）
一
五
’
二
三
一
九
八
一

古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
歯
科
医
学
（
そ
の
三
）
１
口
①
冨
①
島
。
冒
画
の
歯
科
医

学
記
載
の
翻
訳
補
遺
Ｉ
森
山
徳
長
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
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（
四
）
二
四
’
三
○
一
九
八
一

一
九
世
紀
中
葉
に
流
行
し
た
り
ゾ
ド
ン
ト
リ
ピ
ー
の
書
誌
学
的
研
究
（
そ
の

一
）
ｌ
リ
ゾ
ド
ン
ト
リ
ピ
Ｉ
の
起
源
と
定
義
Ｉ
森
山
徳
長
日
本
歯

科
医
史
学
会
会
誌
八
（
四
）
三
一
’
三
七
一
九
八
一

江
陵
鳳
凰
山
一
六
八
号
墓
の
西
漢
古
屍
の
口
腔
疾
患
及
び
そ
の
他
周

大
成
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
八
（
四
）
三
八
’
四
一
一
九
八
一

東
南
ア
ジ
ア
人
の
歯
牙
習
俗
考
杉
山
美
津
子
日
本
歯
科
医
史
学
会
会

誌
八
（
四
）
四
二
’
四
三
一
九
八
一

獣
医
学
史

馬
医
巻
物
（
文
禄
四
年
）
に
つ
い
て
村
井
秀
夫
・
松
尾
信
一
・
白
井
恒

三
郎
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
一
五
）
一
’
一
五
一
九
八
一

元
禄
期
に
お
け
る
犬
医
者
考
間
庭
秀
信
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
一
五
）

一
六
’
二
三
一
九
八
一

時
重
初
熊
博
士
著
『
牛
疫
』
に
つ
い
て
ｌ
明
治
時
代
の
牛
疫
研
究
要
約
ｌ

岸
浩
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
一
五
）
二
四
’
一
三
一
九
八
一

江
戸
時
代
後
期
の
馬
術
叢
説
と
そ
の
類
書
松
尾
信
一
日
本
獣
医
史
学

雑
誌
（
一
五
）
三
二
’
三
三
一
九
八
一

下
総
御
料
牧
場
が
で
き
る
ま
で
（
二
）
谷
垣
康
弘
日
本
獣
医
史
学
雑

誌
（
一
五
）
三
四
’
四
四
一
九
八
一

軽
騎
加
刺
別
印
姿
型
（
前
篇
）
中
村
洋
吉
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
一

五
）
四
五
’
四
九
一
九
八
一

馬
伝
染
性
貧
血
の
検
診
小
史
中
村
良
一
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
一
五
）

五
○
’
五
一
一
九
八
一

最
後
の
農
林
省
主
催
伝
貧
専
任
技
術
員
講
習
会
稲
吉
大
資
日
本
獣
医

史
学
雑
誌
（
一
五
）
五
一
’
五
五
一
九
八
一

獣
医
界
の
先
駆
者
「
與
倉
東
隆
」
先
生
上
條
峻
日
本
獣
医
史
学
雑

誌
（
一
五
）
五
五
’
六
三
一
九
八
一

日
本
の
家
畜
解
剖
図
松
尾
信
一
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
一
五
）
六
四

’
六
六
一
九
八
一

世
界
獣
医
史
学
会
第
一
六
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
加
山

脩
日
本
獣
医
史
学
雑
誌
（
一
五
）
六
七
’
七
五
一
九
八
一

疾
病
史

失
語
症
と
脳
病
変
安
芸
基
雄
音
声
言
語
医
学
二
二
（
四
）
三
○
四

’
三
三
八
一
九
八
一

わ
が
国
に
お
け
る
先
天
性
内
反
足
の
歴
史
島
津
晃
・
岡
島
幹
雄
・
松
田

英
雄
整
外
員
。
鳥
（
一
七
）
一
’
一
○
一
九
八
一

弘
前
藩
斜
里
越
冬
兵
と
壊
血
病
松
木
明
知
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七

（
一
）
五
六
’
六
三
一
九
八
一

戦
前
の
精
神
科
病
院
に
お
け
る
脚
気
の
発
生
状
況
ｌ
巣
鴨
病
院
へ
松
沢
病
院

の
統
計
を
中
心
に
Ｉ
岡
田
靖
雄
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
二
）

九
五
’
一
二
一
九
八
一

病
草
子
と
平
安
時
代
の
諸
文
献
に
見
え
る
主
な
疾
患
冨
少
○
国
・
美
枝
子

日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
一
二
○
’
一
二
二
一
九
八
一

食
道
癌
治
療
の
今
昔
中
山
恒
明
日
気
管
食
道
会
報
三
二
（
二
）
七

四
’
八
○
一
九
八
一

三
叉
神
経
痛
の
歴
史
菊
地
博
達
・
盛
生
倫
夫
・
ヘ
イ
ン
ク
リ
｝
一
ツ
ク

ニ
（
一
）
七
三
’
七
七
一
九
八
一
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種
痘
川
崎
宿
種
痘
館
深
瀬
泰
旦
川
崎
市
小
児
科
医
会
（
五
）
三
九
’
四
五

一
九
八
一

中
川
五
郎
治
の
種
痘
に
関
す
る
小
資
料
ｌ
新
潟
で
発
見
さ
れ
た
北
方
志
種
痘

資
料
紹
介
Ｉ
蒲
原
宏
・
藤
井
宣
正
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）

二
二
八
’
二
二
九
一
九
八
一

書
誌
学

鴎
外
、
そ
の
視
座
の
一
面
ｌ
『
渋
江
抽
斎
』
そ
の
百
二
、
百
三
を
手
が
か
り

に
Ｉ
田
崎
哲
郎
愛
知
大
学
文
学
論
叢
（
六
六
）
一
’
一
二
一
九

八
一

ガ
レ
ノ
ス
著
『
最
良
の
医
師
は
哲
学
者
で
も
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
』
石

渡
隆
司
・
菅
野
晶
子
訳
岩
手
医
科
大
学
教
養
部
研
究
年
報
（
一
六
）
一

三
五
’
一
四
○
一
九
八
一

『
Ｚ
．
。
、
マ
ン
ロ
ー
博
士
伝
』
抄
第
六
章
考
古
学
か
ら
人
類
学
へ
桑

原
千
代
子
大
塚
薬
報
（
三
四
五
）
六
五
’
六
八

エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
。
ヘ
ル
の
ド
イ
ツ
語
版
「
日
本
誌
」
（
ｏ
の
ぃ
。
臣
。
胃
①

匡
且
呼
胃
胃
凰
冒
品
ぐ
○
昌
憲
冒
旨
）
と
「
日
本
植
物
図
譜
」
角
８
国
①
吻

堕
①
庁
Ｃ
ｓ
③
固
い
口
３
日
目
・
全
員
路
旨
』
呂
○
自
首
の
呈
畠
涛
曾
烏
］
旨
①
画
く
ご

複
刻
版
岩
生
成
一
科
学
医
学
資
料
研
究
（
八
こ
一
○
’
一
三

一
九
八
一

ハ
ラ
ー
「
人
体
生
理
学
原
論
」
を
中
心
と
し
て
「
生
理
学
初
歩
」
「
人
体
解

剖
図
」
に
よ
る
グ
リ
ム
プ
ス
川
喜
田
愛
郎
・
吉
田
弘
樹
科
学
医
学

資
料
研
究
（
八
二
）
一
’
六
一
九
八
一

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ス
メ
リ
ー
著
「
解
剖
図
表
」
に
つ
い
て
の
検
討
①
序
文
お

よ
び
第
一
図
表
蔵
方
宏
昌
科
学
医
学
資
料
研
究
（
八
三
）
九
’
一

三
一
九
八
一

岩
崎
灌
園
『
本
草
図
譜
』
に
関
す
る
思
い
出
木
村
陽
二
郎
科
学
医
学

資
料
研
究
（
八
四
）
一
’
八
一
九
八
一

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ス
メ
リ
ー
著
「
解
剖
図
表
」
に
つ
い
て
の
検
討
②
第
二
図

表
お
よ
び
第
三
図
表
蔵
方
宏
昌
科
学
医
学
資
料
研
究
（
八
五
）
三

’
七
一
九
八
一

鷹
見
泉
石
著
「
新
訳
和
蘭
全
図
」
（
嘉
永
二
年
版
）
の
復
刻
完
成
に
寄
せ
て

川
島
恂
二
科
学
医
学
資
料
研
究
（
八
七
）
一
’
七
一
九
八
一

へ
ル
ム
ホ
ル
ッ
の
「
生
理
光
学
概
要
」
に
つ
い
て
（
こ
山
口
宙
平

科
学
医
学
資
料
研
究
（
八
七
）
八
’
一
二
一
九
八
一

マ
シ
ウ
・
ベ
イ
リ
ー
「
人
体
諸
器
官
の
病
的
解
剖
学
」
と
そ
の
「
付
図
表
」

に
つ
い
て
ｌ
近
代
病
理
解
剖
学
の
源
流
Ｉ
川
喜
田
愛
郎
・
吉
田
弘
樹

科
学
医
学
資
料
研
究
（
八
八
）
一
’
七
一
九
八
一

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ス
メ
リ
ー
著
「
解
剖
図
表
」
に
つ
い
て
の
検
討
⑧
第
四
図

表
お
よ
び
第
五
図
表
蔵
方
宏
昌
科
学
医
学
資
料
研
究
（
八
九
）
九

’
一
二
一
九
八
一

シ
ー
ポ
ル
ト
事
件
余
録
ｌ
『
天
文
暦
学
諸
家
書
簡
集
』
を
編
し
て
Ｉ
上

原
久
科
学
医
学
資
料
研
究
（
九
○
）
七
’
一
○
一
九
八
一

香
月
牛
山
著
「
遊
豊
司
命
録
」
読
承
下
し
拙
文
宮
崎
綾
子
漢
方
の
臨

床
二
八
（
三
）
四
二
’
四
六
、
（
四
）
四
七
’
四
九
、
（
六
）
三
二
’

三
六
、
（
七
）
四
一
’
四
三
、
（
八
）
二
八
’
三
二
、
（
九
）
三
四
’
三

七
一
九
八
一

医
・
薬
学
の
履
歴
書
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〃
薬
局
方
出
版
″
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
代
だ
っ
た
一
六
世
紀
鵜
野
誠

新
医
療
八
（
三
）
二
○
’
一
二
一
九
八
一

非
常
に
誤
り
の
多
か
っ
た
（
ロ
ン
ド
ン
薬
局
方
）
初
版
鵜
野
誠

新
医
療
八
（
六
）
八
二
’
八
三
一
九
八
一

「
玉
と
り
日
記
考
」
補
遺
佐
藤
蕃
東
京
医
科
大
学
内
科
同
窓
会
誌

（
六
）
三
六
’
三
七
一
九
八
一

『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
の
研
究
赤
堀
昭
東
方
学
報
（
五
三
）
二
九

九
’
三
三
九
一
九
八
一

大
野
九
十
九
編
「
解
体
学
語
菱
」
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三

七
六
）
一
九
八
一

長
谷
川
松
山
「
脚
気
方
考
」
（
文
化
一
三
年
版
）
蒲
原
宏
新
潟
県
医

師
会
報
（
三
七
七
）
一
九
八
一

新
潟
版
原
訳
対
照
羅
独
及
漢
病
薬
両
名
集
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師

会
報
（
三
八
○
）
一
九
八
一

二
階
堂
保
則
著
虎
影
漫
録
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
八
一
）

一
九
八
一

香
月
牛
山
編
「
老
人
養
草
」
に
つ
い
て
山
根
信
子
日
本
医
史
学
雑
誌

二
七
（
三
）
一
二
五
’
二
一
六
一
九
八
一

医
心
方
の
伝
写
に
つ
い
て
杉
立
義
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）

二
一
三
’
二
一
五
一
九
八
一

『
鼈
氏
内
科
学
』
神
経
系
諸
病
に
つ
い
て
安
井
広
日
本
医
史
学
雑

誌
二
七
（
三
）
二
四
二
’
二
四
三
一
九
八
一

『
紅
医
外
科
宗
伝
』
と
他
種
の
紅
毛
外
科
書
と
の
比
較
酒
井
シ
ヅ
日

本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
一
八
一
九
八
一

い
わ
ゆ
る
「
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
」
と
解
体
新
書
の
比
較
（
そ
の
二
）

酒
井
恒
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
二
○
’
二
二
二
一
九

八
一

一
冊
の
本
『
眼
科
新
書
』
の
原
本
を
求
め
て
山
賀
勇
日
本
医
事
新

報
（
二
九
七
一
）
五
九
’
六
二
一
九
八
一

『
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
シ
ャ
ン
デ
ィ
』
補
遺
（
下
）
中
西
勉
日
本
医

事
新
報
（
二
九
八
一
）
六
五
’
六
七
一
九
八
一

タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
坊
皇
竹
下
外
来
男
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り

（
二
三
二
）
三
○
’
一
三
一
九
八
一

文
庫
の
窓
か
ら

真
流
真
教
之
巻
中
泉
行
信
・
中
泉
行
史
・
斉
藤
仁
男
臨
床
眼
科

三
五
（
一
）
二
八
’
二
九
一
九
八
一

医
的
方
中
泉
行
信
・
中
泉
行
史
・
斉
藤
仁
男
臨
床
眼
科
三
五

（
二
）
三
三
○
’
三
一
三
一
九
八
一

眼
目
精
要
、
眼
科
医
療
手
引
草
と
医
療
羅
合
中
泉
行
信
・
中
泉
行
史

・
斉
藤
仁
男
臨
床
眼
科
三
五
（
三
）
五
○
○
’
五
○
一
、
（
四
）
六
八

八
’
六
八
九
一
九
八
一

白
山
院
上
当
延
流
眼
科
書
中
泉
行
信
・
中
泉
行
史
・
斉
藤
仁
男
臨

床
眼
科
三
五
（
五
）
八
七
二
’
八
七
三
一
九
八
一

格
致
餘
論
（
一
）
中
泉
行
信
・
中
泉
行
史
・
斉
藤
仁
男
臨
床
眼
科

三
五
（
六
）
一
○
五
二
’
一
○
五
三
一
九
八
一

本
草
綱
目
（
一
）
中
泉
行
信
・
中
泉
行
史
・
斉
藤
仁
男
臨
床
眼
科

三
五
（
八
）
一
三
六
四
’
一
三
六
五
一
九
八
一

眼
科
諸
流
波
の
秘
伝
書
中
泉
行
信
・
中
泉
行
史
・
斉
藤
仁
男
臨
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床
眼
科
三
五
（
二
）
一
七
五
○
’
一
七
五
一
一
九
八
一

白
隠
著
「
夜
船
閑
話
」

一
、
白
隠
・
長
澤
岩
次
郎
（
一
六
八
五
’
一
七
六
八
）
森
優
臨
床

と
研
究
五
八
（
一
）
赤
。
ヘ
ー
ジ
ー
’
二
一
九
八
一

二
、
内
観
の
秘
法
森
優
臨
床
と
研
究
五
八
（
二
）
赤
。
ヘ
ー
ジ

三
’
四
一
九
八
一

三
、
内
観
法
森
優
臨
床
と
研
究
五
八
（
三
）
赤
。
ヘ
ー
ジ
五
’

六
一
九
八
一

四
、
白
隠
、
白
幽
を
訪
う
森
優
臨
床
と
研
究
五
八
（
四
）
赤

ペ
ー
ジ
七
’
八
一
九
八
一

五
、
白
幽
が
と
く
生
理
学
森
優
臨
床
と
研
究
五
八
（
五
）
赤

・
ヘ
ー
ジ
九
’
一
○
一
九
八
一

六
、
石
壹
先
生
が
説
く
長
生
文
視
の
法
森
優
臨
床
と
研
究
五

八
（
六
）
赤
・
ヘ
ー
ジ
ニ
ー
一
二
一
九
八
一

書
評
神
谷
昭
典
著
“
日
本
近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
ｌ
維
新
政
権
と
医
学
教
育
ｌ

宗
田
一
医
学
史
研
究
（
五
五
）
四
○
’
四
一
一
九
八
一

三
浦
三
郎
著
北
（
江
戸
時
代
・
川
柳
に
承
る
）
く
す
り
の
民
俗
学
宗
田

一
医
学
史
研
究
（
五
五
）
四
一
一
九
八
一

藤
野
恒
三
郎
監
訳
函
微
生
物
学
の
一
里
塚
宗
田
一
医
学
史
研
究

（
五
五
）
四
一
一
九
八
一

『
人
類
医
学
年
表
ｌ
古
今
東
西
対
照
』
阿
知
波
・
三
木
著
長
門
谷
洋
治

医
学
史
研
究
（
五
五
）
四
一
’
四
二
一
九
八
一

岡
田
靖
雄
ｌ
私
説
Ｉ
松
沢
病
院
史
（
一
八
七
九
’
一
九
八
○
）
松
田
方
一

医
学
史
研
究
（
五
五
）
四
二
’
四
四
一
九
八
一

日
本
柔
道
整
復
師
会
編
・
日
本
整
骨
全
集
（
上
・
下
）
長
門
谷
洋
治

医
学
史
研
究
（
五
五
）
四
四
’
四
五
一
九
八
一

小
児
科
史

鹿
児
島
の
小
児
科
医
史
森
重
孝
鹿
児
島
市
医
報
二
○
（
二
）
三

一
’
三
三
一
九
八
一

鹿
児
島
の
小
児
科
医
史
森
重
孝
鹿
児
島
市
医
報
二
○
（
四
）
三

○
’
三
六
一
九
八
一

鹿
児
島
の
小
児
科
医
史
森
重
孝
鹿
児
島
市
医
報
一
一
○
（
一
○
）

四
○
’
四
一
一
九
八
一

整
形
外
科
史

整
形
外
科
の
歴
史

諸
国
に
お
け
る
整
形
外
科
の
発
展
・
イ
ギ
リ
ス
加
藤
正
訳
整
形

外
科
三
二
（
一
）
一
○
三
’
一
○
五
、
（
二
）
一
二
三
’
一
二
六
、

（
三
）
三
二
九
’
三
三
三
、
（
四
）
四
四
六
’
四
四
九
、
（
五
）
五
五

六
’
五
六
一
一
九
八
一

フ
ラ
ン
ス
加
藤
正
訳
整
形
外
科
三
二
（
六
）
六
七
一
’
六
七

四
、
（
七
）
八
八
九
’
八
九
二
、
（
八
）
一
○
○
一
’
一
○
○
五
、

（
九
）
二
二
三
’
二
二
七
一
九
八
一

オ
ラ
ン
ダ
加
藤
正
訳
整
形
外
科
三
二
（
一
○
）
一
二
三
五
ｌ

一
二
三
八
一
九
八
一
‐

ス
イ
ス
加
藤
正
訳
整
形
外
科
三
二
（
ご
）
一
三
四
五
’
一

三
四
七
一
九
八
一

ド
イ
ツ
加
藤
正
訳
整
形
外
科
三
二
（
一
三
）
一
九
○
一
’
一
九
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○
四
一
九
八
一

目
で
ふ
る
整
形
外
科
の
歴
史

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
絵
酒
井
シ
ヅ
整
形
・
災
害
外
科
二
四
（
二
）
一

九
九
一
九
八
一

昌
８
旨
少
且
曼
の
「
整
形
外
科
書
」
（
一
七
四
一
）
よ
り
酒
井
シ
ヅ

整
形
・
災
害
外
科
二
四
（
三
）
四
一
五
一
九
八
一

卑
茸
の
外
科
酒
井
シ
ヅ
整
形
・
災
害
外
科
二
四
（
四
）
五
一

四
一
九
八
一

骨
継
療
治
重
宝
記
か
ら
酒
井
シ
ヅ
整
形
・
災
害
外
科
二
四
（
五
）

六
三
一
、
（
六
）
七
三
八
、
（
七
）
八
七
○
、
（
九
）
二
九
五
一

九
八
一

精
神
医
学
史

戦
前
の
精
神
科
病
院
に
お
け
る
死
亡
率
岡
田
靖
雄
医
学
史
研
究
（
五

五
）
一
’
七
一
九
八
一

医
学
思
想
史
か
ら
ゑ
た
精
神
医
学

Ｉ
、
現
代
生
物
学
・
医
学
の
機
械
論
的
性
格
川
喜
田
愛
郎
社
会
精

神
医
学
三
（
四
）
二
六
五
’
二
七
一
一
九
八
一

Ⅱ
、
「
身
体
」
医
学
と
精
神
医
学
川
喜
田
愛
郎
社
会
精
神
医
学

四
（
一
）
五
七
’
六
六
、
（
二
）
一
五
七
’
一
六
五
一
九
八
一

己
５
○
曼
國
旨
Ｑ
印
画
＆
８
日
厚
嵐
吾
原
胃
冨
昌
昌
坤
○
日
』
・
○
・
甸
昌
呂
脚
ａ

（
一
七
八
六
’
一
八
四
八
）
８
閏
の
昌
暑
冒
画
且
“
］
塁
（
一
八
三
五
’
一
九

一
八
）
葛
．
詞
辱
旨
巨
日
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
一
）
九
四
’

七
三
一
九
八
一

農
騨
胃
匡
昌
ｑ
ａ
野
国
＆
呂
切
国
８
め
冨
○
国
鈩
餡
罠
日
本
医
史
学
雑

誌
二
七
（
二
）
一
八
七
’
一
六
八
一
九
八
一

○
○
目
。
ｇ
蹟
具
圃
暑
。
匡
凶
員
。
旨
§
２
旨
。
毎
月
唾
の
阜
且
冨
○
昌
昌
員
の
＆
‐

ｏ
旨
①
国
画
凰
ン
四
２
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
二
）
二
○
四
’

一
八
八
一
九
八
一

中
国
古
代
に
お
け
る
精
神
疾
病
観
ｌ
中
国
古
代
に
お
け
る
非
「
理
性
」
の
問

題
ｌ
石
田
秀
實
日
本
中
国
学
会
報
（
三
三
）
二
九
’
四
二
一
九
八
一

民
俗
学
と
精
神
医
学
ｌ
民
俗
精
神
医
学
序
説
Ｉ
昼
田
源
四
郎
文
化
と
精

神
医
学
（
二
五
）
四
九
’
六
二
一
九
八
一

生
物
学
史

生
命
力
の
起
源
を
求
め
て
（
Ⅱ
）
河
本
英
夫
生
物
学
史
研
究
（
三
八
）

一
’
一
○
一
九
八
一

ア
メ
リ
カ
発
生
学
成
立
の
一
側
面
ｌ
「
細
胞
系
統
」
研
究
を
中
心
に
ｌ

溝
口
元
生
物
学
史
研
究
（
三
八
）
二
’
一
二
一
九
八
一

適
応
機
械
の
制
御
系
に
つ
い
て
水
谷
隆
生
物
学
史
研
究
（
三
八
）

二
二
’
二
九
一
九
八
一

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
け
る
生
物
学
の
方
法
と
し
て
の
霊
魂
の
概
念
伊

達
英
一
生
物
学
史
研
究
（
三
九
）
一
’
九
一
九
八
一

生
物
学
か
ら
歴
史
学
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
シ
ス
テ
ム
理
論
の
場
合
丹
野

大
生
物
学
史
研
究
（
三
九
）
一
七
’
二
四
一
九
八
一

歴
史
叙
述
（
蔦
８
国
○
四
名
ご
）
と
歴
史
主
義
（
蔦
８
房
目
）
巨
驚
目
９
ｍ
目
）

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
田
辺
振
太
郎
生
物
学
史
研
究
（
三
九
）
二

五
’
二
九
一
九
八
一

倶
禮
原
著
、
井
上
勤
訳
『
優
勝
劣
敗
』
猿
乃
裁
判
日
本
の
進
化
論
史
の
一

側
面
鈴
木
善
次
生
物
学
史
研
究
（
三
九
）
三
○
’
三
三
一
九
八
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西
洋
医
学
史

西
洋
医
学
の
歴
史
パ
リ
臨
床
学
派
の
病
院
医
学
矢
部
一
郎
医
歯
薬

進
学
二
（
五
）
六
四
’
六
七
一
九
八
一

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
医
戒
・
養
生
訓
Ｉ
中
世
医
学
の
メ
ッ
カ
・
サ
レ
ル
ノ
の

養
生
訓
か
ら
ｌ
大
槻
真
一
郎
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
七

二
’
二
七
四
一
九
八
一

モ
リ
エ
ー
ル
時
代
の
医
師
と
患
者
佐
藤
登
貴
子
日
本
医
事
新
報
（
二

九
八
二
）
六
一
’
六
五
一
九
八
一

地
方
史

津
山
洋
学
の
五
峰
像
木
村
岩
治
医
学
選
粋
（
二
六
）
三
一
九
八
一

種
子
島
の
医
史
河
内
一
郎
医
学
選
粋
（
二
六
）
一
八
’
二
三
一
九

八
一

幕
末
か
ら
明
治
中
期
ま
で
に
新
潟
県
を
訪
ね
た
外
国
人
医
師
と
そ
の
足
跡

蒲
原
宏
に
い
が
た
（
一
七
）
一
’
七
一
九
八
一

北
越
医
会
会
報
第
一
号
表
紙
と
北
越
医
会
印
蒲
原
宏
新
潟
県
医

師
会
報
（
三
七
二
）
一
九
八
一

医
界
風
土
記

山
口
県
岩
国
市
に
お
け
る
戴
曼
公
独
立
庄
司
忠
日
医
｝
豆
－

ス
（
四
六
四
）
一
九
八
一

熊
本
県
巨
星
、
北
里
柴
三
郎
先
生
六
反
田
藤
吉
日
医
一
言

Ｉ
ス
（
四
六
五
）
（
四
六
六
）
一
九
八
一

山
梨
県
温
故
知
新
ｌ
中
巨
摩
郡
医
師
会
の
歩
承
Ｉ
保
坂
傳

日
医
ニ
ュ
ー
ス
（
四
六
七
）
一
九
八
一

高
知
県
明
治
初
期
の
土
佐
藩
と
英
国
医
学
石
川
侃
日
医
｝
一
ユ

ー
ス
（
四
六
九
）
一
九
八
一

奈
良
県
天
訣
組
の
医
師
乾
十
郎
吉
田
宏
日
医
一
一
ユ
ー
ス
（
四

七
○
）
一
九
八
一

鳥
取
県
藩
医
吉
岡
家
森
納
日
医
一
一
ユ
ー
ス
（
四
七
一
）
一
九

八
一

鹿
児
島
県
鹿
児
島
の
旧
薬
園
森
重
孝
日
医
ニ
ュ
ー
ス
（
四
七

二
）
一
九
八
一

埼
玉
県
埼
玉
県
医
学
校
始
末
記
仲
田
一
信
日
医
一
三
－
ス
（
四

七
三
）
（
四
七
四
）
一
九
八
一

長
崎
県
防
疫
対
策
中
西
啓
日
医
一
夏
－
ス
（
四
七
五
）
一
九

八
一

長
崎
県
薬
局
方
と
対
外
赤
十
字
活
動
中
西
啓
日
医
一
言
１
ス

（
四
七
六
）
一
九
八
一

岐
阜
県
小
森
玄
良
生
誕
二
百
年
祭
青
木
一
郎
日
医
ニ
ュ
ー
ス

（
四
七
七
）
一
九
八
一

島
根
県
田
代
啓
平
米
田
正
治
日
医
一
言
－
ス
（
四
七
八
）
一
九

八
一

鹿
児
島
県
戊
辰
の
役
に
従
軍
し
た
薩
摩
の
医
師
森
重
孝
日
医

ニ
ュ
ー
ス
（
四
七
九
）
一
九
八
一

鳥
取
県
種
痘
医
、
原
田
帯
霞
、
謙
堂
兄
弟
森
納
日
医
ニ
ュ
ー

ス
（
四
八
○
）
一
九
八
一

佐
賀
県
佐
賀
洋
学
の
系
譜
鍵
山
栄
日
医
一
一
ユ
ー
ス
（
四
八
一
）

一
九
八
一
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福
島
県
野
兎
病
と
大
原
八
郎
佐
藤
佶
日
医
一
豆
ｌ
ス
（
四

八
二
）
一
九
八
一

千
葉
県
関
寛
斎
の
一
生
伊
藤
賢
章
日
医
一
一
ユ
ー
ス
（
四
八
三
）

一
九
八
一

岐
阜
県
江
馬
細
香
の
詩
碑
で
き
る
ｌ
前
野
良
沢
伝
の
作
者
Ｉ
青
木

一
郎
日
医
一
一
ユ
ー
ス
（
四
八
四
）
一
九
八
一

和
歌
山
県
画
人
日
高
昌
克
先
生
村
上
敬
日
医
ニ
ュ
ー
ス

（
四
八
五
）
一
九
八
一

大
阪
府
大
阪
の
除
痘
館
緒
方
正
美
日
医
｝
一
ユ
ー
ス
（
四
八
六
）

一
九
八
一

岩
手
県
南
部
藩
の
洋
学
館
「
日
新
堂
」
金
野
宏
太
郎
日
医
一
一
ユ

ー
ス
（
四
八
七
）
一
九
八
一

医
学
歴
史
散
歩

新
潟
県
蒲
原
宏
臨
床
科
学
一
七
（
一
）
二
七
’
二
一
三

一
九
八
一

福
島
県
鶴
見
膠
一
臨
床
科
学
一
七
（
一
）
一
二
一
’
二
六

一
九
八
一

宮
城
県
山
形
敞
一
臨
床
科
学
一
七
（
二
）
三
二
’
三
一
五

一
九
八
一

栃
木
県
ｌ
足
利
地
方
に
お
け
る
種
痘
の
普
及
ｌ
幕
末
・
維
新
期
の
先
覚
者

菊
地
卓
臨
床
科
学
一
七
（
二
）
二
二
六
’
二
二
九
一
九
八
一

茨
城
県
矢
数
道
明
臨
床
科
学
一
七
（
三
）
三
四
八
’
三
五
三

一
九
八
一

群
馬
県
関
根
正
雄
臨
床
科
学
一
七
（
三
）
三
五
四
’
三
五
七

一
九
八
一

埼
玉
県
帝
王
切
開
の
事
績
西
田
芳
治
臨
床
科
学
一
七
（
四
）

四
五
二
’
四
五
五
一
九
八
一

千
葉
県
千
葉
保
次
臨
床
科
学
一
七
（
四
）
四
五
六
’
四
六
二

一
九
八
一

東
京
都
蔵
方
宏
昌
臨
床
科
学
一
七
（
五
）
五
六
九
’
五
七
三

一
九
八
一

神
奈
川
県
大
滝
紀
雄
臨
床
科
学
一
七
（
五
）
五
七
四
’
五
七
七

一
九
八
一

山
梨
県
神
田
昌
道
臨
床
科
学
一
七
（
六
）
六
八
八
’
六
九
三

一
九
八
一

静
岡
県
土
屋
重
朗
臨
床
科
学
一
七
（
六
）
六
九
四
’
六
九
八

一
九
八
一

長
野
県
信
越
線
に
沿
っ
て
坂
本
和
夫
臨
床
科
学
一
七
（
七
）

八
二
六
’
八
一
三
一
九
八
一

岐
阜
県
青
木
一
郎
臨
床
科
学
一
七
（
七
）
八
三
二
’
八
三
七

一
九
八
一

富
山
県
館
秀
夫
臨
床
科
学
一
七
（
八
）
九
四
一
’
九
四
六

一
九
八
一

愛
知
県
安
井
広
臨
床
科
学
一
七
（
八
）
九
四
七
’
九
五
一

一
九
八
一

石
川
県
津
田
進
三
臨
床
科
学
一
七
（
一
○
）
一
二
四
○
’
一
二

四
四
一
九
八
一

福
井
県
ｌ
北
陸
の
小
京
都
岩
治
勇
一
臨
床
科
学
一
七
（
一
○
）
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一
二
四
五
’
一
二
五
○
一
九
八
一

三
重
県
茅
原
弘
臨
床
科
学
一
七
（
二
）
一
三
六
七
’
一
三

七
一
一
九
八
一

管
見
滋
賀
県
の
医
学
史
中
神
良
太
臨
床
科
学
一
七
（
二
）

一
三
七
二
’
一
三
七
五
一
九
八
一

和
歌
山
県
長
門
谷
洋
治
臨
床
科
学
一
七
（
一
二
）
一
四
九
三
’

一
五
○
一
一
九
八
一

治
療
史

佐
藤
見
瑞
（
延
敬
）
越
後
方
面
御
陣
中
経
験
治
療
録
の
紹
介
蒲
原
宏

阿
賀
路
（
二
一
）
二
’
二
○
一
九
八
一

日
本
に
お
け
る
皮
下
注
射
の
歴
史
ｌ
そ
の
－
１
酒
井
シ
ヅ
科
学
医
学

資
料
研
究
（
八
八
）
八
’
二
一
九
八
一

聴
診
器
の
父
ラ
エ
ネ
ッ
ク
生
誕
二
○
○
年

ラ
エ
ネ
ッ
ク
と
の
三
つ
の
出
会
い
Ｆ
シ
因
ｚ
ｚ
因
。
（
一
七
八
一
’
一
八
二

六
）
Ｉ
そ
の
生
涯
の
軌
跡
大
村
敏
郎
医
学
界
新
聞
（
一
四
六
五
）

二
’
三
一
九
八
一

聴
診
器
と
肝
硬
変
の
冒
曾
目
の
。
に
つ
い
て
の
随
想
上
田
英
雄
医

学
界
新
聞
（
一
四
六
六
）
二
一
九
八
一

現
代
に
お
け
る
聴
診
法
の
意
義
吉
利
和
医
学
界
新
聞
（
一
四
六

七
）
七
一
九
八
一

ラ
エ
ン
ネ
ッ
ク
と
臨
床
医
学
北
本
治
医
学
界
新
聞
（
一
四
六
八
）

三
一
九
八
一

ラ
エ
ネ
ッ
ク
を
読
ん
だ
頃
柴
田
進
医
学
界
新
聞
（
一
四
六
九
）

一
九
八
一

楢
林
鎮
山
肖
像
画
中
野
操
医
学
選
粋
（
二
五
）
二
一
九
八
一

吉
岡
弥
生
の
書
大
塚
敬
節
医
学
選
粋
（
二
五
）
三
’
四
一
九
八
一

わ
が
国
李
朱
医
学
の
開
祖
田
代
三
喜
小
伝
矢
数
道
明
医
学
選
粋

（
二
五
）
二
’
一
六
一
九
八
一

英
医
ウ
ィ
リ
ス
と
近
代
日
本
医
学
佐
藤
八
郎
医
学
選
粋
（
二
五
）
一

七
’
二
三
一
九
八
一

新
井
白
石
像
坪
井
信
道
旧
蔵
青
木
一
郎
医
学
選
粋
（
二
六
）
二

一
九
八
一

シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
の
胸
像
越
中
哲
也
医
学
選
粋
（
二
六
）
三
’
四

一
九
八
一

楢
嶋
山
肖
像
中
野
操
医
学
選
粋
（
二
七
）
二
一
九
八
一

華
岡
青
洲
肖
像
上
山
英
明
医
学
選
粋
（
二
七
）
二
’
三
一
九
八
一

箕
作
玩
甫
の
記
念
像
木
村
岩
治
医
学
選
粋
（
二
七
）
三
’
四
一
九

八
一

緒
方
洪
庵
と
適
塾
藤
野
恒
三
郎
医
学
選
粋
（
二
七
）
一
六
’
二
七

一
九
八
一

小
石
元
俊
肖
像
小
石
秀
夫
医
学
選
粋
（
二
八
）
二
一
九
八
一

石
井
宗
謙
先
生
顕
彰
碑
築
澤
慧
医
学
選
粋
（
二
八
）
三
’
四
一

九
八
一

近
世
初
期
の
名
医
伝
曲
直
瀬
道
三
の
人
物
と
業
績
宮
本
義
己
医
学

選
粋
（
二
八
）
二
’
一
九
一
九
八
一

徳
島
時
代
の
関
寛
斎
福
島
義
一
医
学
選
粋
（
二
八
）
二
○
’
二
五

一
九
八
一

国
壽
○
昏
の
胃
切
除
一
○
○
年
（
一
）
武
智
秀
夫
医
学
の
あ
ゆ
象
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二
九
（
二
）
八
八
○
’
八
八
六
一
九
八
一

西
洋
医
学
の
歴
史

シ
ー
デ
ナ
ム
の
医
学
矢
部
一
郎
医
歯
薬
進
学
（
一
）
七
四
’
七
七

一
九
八
一

ブ
ー
ル
ハ
ー
フ
ェ
の
医
学
矢
部
一
郎
医
歯
薬
進
学
（
二
）
七
二
’

七
五
一
九
八
一

ハ
ラ
ー
の
生
理
学
矢
部
一
郎
医
歯
薬
進
学
（
三
）
七
八
’
八
一

一
九
八
一

ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
牛
痘
接
種
法
矢
部
一
郎
医
歯
薬
進
学
二
（
四
）

六
八
’
七
一
一
九
八
一

ベ
ル
と
マ
ジ
ャ
ン
デ
ィ
の
生
理
学
矢
部
一
郎
医
歯
薬
進
学
一
一

（
六
）
四
八
’
五
一
一
九
八
一

ミ
ュ
ラ
ー
と
そ
の
弟
子
た
ち
矢
部
一
郎
医
歯
薬
進
学
二
（
七
）

四
六
’
四
九
一
九
八
一

ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ゥ
と
細
胞
病
理
学
矢
部
一
郎
医
歯
薬
進
学
二
（
八
）

五
○
’
五
三
一
九
八
一

ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
生
理
学
矢
部
一
郎
医
歯
薬
進
学
二

（
九
）
五
○
’
五
三
一
九
八
一

コ
ッ
ホ
と
病
原
細
菌
学
矢
部
一
郎
医
歯
薬
進
学
二
（
一
○
）

五
六
’
五
九
一
九
八
一

パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
と
ワ
ク
チ
ン
矢
部
一
郎
医
歯
薬
進
学
二
（
二
）

六
二
’
六
五
一
九
八
一

日
本
眼
科
学
の
先
覚
井
上
達
也
先
生
伝
福
島
義
一
エ
ク
セ
ル
フ
ァ

ミ
リ
ー
銀
海
（
八
六
’
九
○
）
一
九
八
一

Ｎ
・
Ｇ
・
マ
ン
ロ
ー
博
士
伝
抄
エ
ジ
ン
バ
ラ
か
ら
横
浜
へ
桑
原
千
代
子

大
塚
薬
報
（
三
四
ご
六
五
’
六
八
一
九
八
一

勝
海
舟
関
係
資
料
を
整
理
す
る
ｌ
紹
介
を
兼
ね
た
中
間
報
告
櫛
野
義
明

科
学
医
学
資
料
研
究
（
八
五
）
八
’
一
五
、
（
八
六
）
六
’
一
五
一
九

八
一

大
塚
敬
節
先
生
の
ご
逝
去
に
対
す
る
海
外
よ
り
の
弔
辞
編
集
部
漢
方

の
臨
床
二
八
（
二
）
四
一
’
四
四
一
九
八
一

浅
井
国
幹
先
生
の
墓
前
に
捧
ぐ
矢
数
道
明
漢
方
の
臨
床
二
八
（
八
）

四
五
’
四
六
一
九
八
一

松
本
に
於
け
る
浅
田
宗
伯
と
そ
の
後
平
林
達
郎
・
平
林
光
子
漢
方
の

臨
床
一
一
八
（
二
）
三
四
’
三
七
一
九
八
一

大
塚
敬
節
先
生
一
周
忌
法
要
追
悼
会
矢
数
道
明
漢
方
の
臨
床
二
八

（
一
己
四
八
一
九
八
一

牛
込
時
代
の
父
大
塚
恭
男
活
二
二
（
二
）
一
一
九
八
一

大
塚
敬
節
先
生
の
思
い
出
山
田
光
胤
活
二
二
（
二
）
二
一
九

八
一

フ
レ
デ
リ
ク
・
ル
イ
シ
ュ
（
野
＆
目
鼻
詞
星
函
目
）
と
著
書
《
《
弓
胃
囲
貝
扁

諺
固
胃
。
目
ｏ
員
）
（
解
剖
学
宝
函
）
に
つ
い
て
酒
井
シ
ヅ
科
学
医
学

資
料
研
究
（
八
一
）
一
’
九
一
九
八
一

ピ
ド
ロ
ー
の
解
剖
書
に
つ
い
て
小
川
鼎
三
・
吉
田
弘
樹
科
学
医
学
資

料
研
究
（
八
三
）
一
’
五

ア
ウ
エ
ン
ブ
ル
シ
ガ
ー
の
打
診
法
発
明
と
コ
ル
ビ
サ
ー
ル
の
仏
訳
本
古
川

明
科
学
医
学
資
料
研
究
（
八
三
）
六
’
八
一
九
八
一

ビ
ル
ロ
ー
ト
の
業
績
ｌ
そ
の
著
述
と
冑
切
除
術
を
中
心
と
し
て
Ｉ
古
川
明
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科
学
医
学
資
料
研
究
（
八
四
）
九
’
一
三
一
九
八
一

ラ
エ
ン
ネ
ク
と
間
接
聴
診
法
古
川
明
科
学
医
学
資
料
研
究
（
八
六
）

一
’
五
一
九
八
一

ク
ロ
ー
ド
・
・
ヘ
ル
ナ
ー
ル
ー
著
作
と
伝
ｌ
「
実
験
医
学
序
説
」
を
中
心
と
し

て
Ｉ
古
川
明
科
学
医
学
資
料
研
究
（
八
九
）
二
’
八
一
九
八
一

そ
の
家
に
か
た
り
つ
が
れ
た
も
の
ｌ
呉
秀
三
先
生
の
鍵
体
験
Ｉ
岡
田
靖
雄

科
学
医
学
資
料
研
究
（
九
○
）
四
’
七
一
九
八
一

一
茶
に
お
け
る
病
い
の
位
置
立
川
昭
二
北
里
大
学
教
養
部
紀
要
（
一

五
）
二
○
八
’
一
八
○
一
九
八
一

日
本
眼
科
学
の
先
覚
井
上
達
也
先
生
伝
福
島
義
一
銀
海
（
八
八
）

二
三
’
二
五
、
（
八
九
）
二
二
’
二
四
一
九
八
一

医
学
の
先
駆
者

山
脇
東
洋
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
三
（
一
）
三
八
’
四
一

一
九
八
一

ｌ
聴
診
器
の
発
明
で
診
断
を
よ
り
正
確
に
１
ル
ネ
・
テ
オ
フ
ィ
ー
ル
．

Ｈ
・
ラ
エ
ン
ネ
ッ
ク
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
三
（
二
）

三
○
’
三
三

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
マ
ジ
ャ
ン
デ
ィ
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
三

（
三
）
二
六
’
二
九
一
九
八
一

一
○
○
年
前
に
胃
切
除
手
術
を
成
功
さ
せ
た
テ
オ
ド
ー
ル
Ｃ
・
Ａ
・
ピ

ル
ロ
ー
ト
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
三
（
四
）
三
○
’
三

三
一
九
八
一

Ｉ
法
制
面
か
ら
環
境
衛
生
の
改
善
に
尽
く
し
た
ｌ
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
チ
ャ
ド

ウ
ィ
ッ
ク
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
三
（
五
）
二
八
’
三

一
一
九
八
一

テ
オ
ド
ー
ル
・
コ
ッ
ヘ
ル
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
三
（
六
）

三
二
’
三
五
一
九
八
一

ｌ
脳
外
科
の
創
始
者
そ
し
て
古
医
書
コ
レ
ク
タ
ー
の
ｌ
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
．

ｗ
・
ク
ッ
シ
ン
グ
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
三
（
七
）
二

八
’
三
一
一
九
八
一

ｌ
脳
波
を
臨
床
に
活
用
す
る
道
を
開
い
た
ｌ
ハ
ン
ス
・
ベ
ル
ガ
ー

酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
三
（
八
）
二
四
’
二
七
一
九
八
一

ｌ
手
づ
く
り
の
顕
微
鏡
で
ミ
ク
ロ
の
扉
を
開
い
た
ｌ
ア
ン
ト
｝
一
・
フ
ァ
ン
・

レ
ー
ゥ
ェ
ン
フ
ッ
ク
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
三
（
九
）

二
四
’
二
七
一
九
八
一

イ
ワ
ン
・
・
へ
ト
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
・
パ
ヴ
ロ
フ
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ

ィ
カ
ル
二
（
一
○
）
三
○
’
三
三
一
九
八
一

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
ニ
（
二
）

三
六
’
三
九
一
九
八
一

ト
ー
マ
ス
・
シ
デ
ナ
ム
酒
井
シ
ヅ
螢
雪
メ
デ
ィ
カ
ル
ニ
（
一
三
）

六
六
’
六
九
一
九
八
一

歴
史
を
つ
く
る
者
吉
益
東
洞
東
洋
医
学
会
編
集
部
経
絡
鍼
療
一

三
（
四
）
五
○
’
五
四
一
九
八
一

打
診
法
の
発
明
者
レ
オ
ポ
ル
ド
ア
ウ
エ
ン
ブ
ル
シ
ガ
ー
酒
井
シ
ヅ

検
査
と
技
術
九
（
六
）
五
○
九
一
九
八
一

ヶ
リ
カ
ー
酒
井
シ
ヅ
検
査
と
技
術
九
（
一
○
）
八
二
五
一
九
八

人
と
業
績
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緒
方
正
規
（
一
八
五
三
’
一
九
一
九
）
山
本
俊
一
公
衆
衛
生
四

五
（
一
）
六
六
’
六
七
一
九
八
一

長
与
専
斎
（
一
八
三
一
’
一
九
○
二
）
山
本
俊
一
公
衆
衛
生
四

五
（
二
）
一
六
八
’
一
六
九
一
九
八
一

高
木
兼
寛
（
一
八
四
九
’
一
九
二
○
）
山
本
俊
一
公
衆
衛
生
四

五
（
三
）
二
五
六
’
二
五
七
一
九
八
一

国
崎
定
洞
（
一
八
九
四
’
一
九
三
七
）
山
本
俊
一
公
衆
衛
生
四

五
（
六
）
四
八
二
’
四
八
三
一
九
八
一

リ
リ
ァ
ン
・
ゥ
オ
ル
ド
（
乏
凹
丘
〕
Ｆ
旨
騨
昌
一
八
六
七
’
一
九
四
○
）
小

栗
史
朗
公
衆
衛
生
四
五
（
七
）
五
八
八
’
五
八
九
一
九
八
一

ベ
ル
ナ
ル
デ
イ
ノ
・
ラ
マ
ッ
ッ
ィ
ー
’
一
小
栗
史
朗
公
衆
衛
生
四
五

（
八
）
六
四
八
’
六
四
九
一
九
八
一

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ン
ナ
ー
小
栗
史
朗
公
衆
衛
生
四
五
（
九
）
七

四
四
’
七
四
五
一
九
八
一

ジ
ョ
ー
ン
・
サ
イ
モ
ン
小
栗
史
朗
公
衆
衛
生
四
五
（
一
○
）
八
二

八
’
八
二
九
一
九
八
一

ル
イ
・
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
小
栗
史
朗
公
衆
衛
生
四
五
（
二
）
九
○

八
’
九
○
九
一
九
八
一

ル
ド
ル
フ
・
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ウ
小
栗
史
朗
公
衆
衛
生
四
五
（
一
二
）

九
七
六
’
九
七
七

医
・
薬
学
の
履
歴
書
薬
法
の
研
究
に
著
功
の
あ
っ
た
ヴ
ァ
レ
リ
ウ
ス
・
コ

ル
ド
ス
鵜
野
誠
新
医
療
八
（
二
）
五
四
’
五
五
一
九
八
一

医
師
と
し
て
の
森
鴎
外
伊
達
一
男
績
文
堂
一
九
八
一

荻
生
祖
爽
の
兄
医
師
荻
生
理
庵
の
謎
堀
部
寿
雄
千
葉
医
師
会
報
三

三
（
一
）
四
六
’
四
九

パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
ヘ
の
旅

ザ
ル
ッ
ブ
ル
ク
大
橋
博
司
内
科
四
七
（
三
）
三
七
二
一
九
八

ア
イ
ン
ジ
ー
デ
ル
ン
大
橋
博
司
内
科
四
七
（
四
）
六
四
九
一

九
八
一

フ
ィ
ラ
ッ
ハ
大
橋
博
司
内
科
四
七
（
五
）
八
六
三
一
九
八
一

一
一
ユ
ル
ン
ベ
ル
ク
大
橋
博
司
内
科
四
七
（
六
）
九
五
五
一
九

八
一

バ
ー
ゼ
ル
と
サ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
大
橋
博
司
内
科
四
八
（
一
）
九

二
一
九
八
一

南
チ
ロ
ル
大
橋
博
司
内
科
四
八
（
二
）
三
○
三
一
九
八
一

ド
イ
ツ
の
新
聞
に
載
っ
た
荻
野
久
作
博
士
の
計
報
蒲
原
宏
新
潟
県

医
師
会
報
（
三
七
○
）
一
九
八
一

尾
臺
椿
堂
遺
墨
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
七
三
）
一
九
八

金
井
鳳
台
木
彫
像
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
七
八
）
一
九

八
一

士
屋
雪
斎
の
蘭
文
健
康
訓
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
七
九
）

一
九
八
一

手
塚
良
仙
光
亨
知
見
補
遺
深
瀬
泰
旦
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
一
）

一
二
’
三
四

森
井
恕
仙
と
そ
の
医
学
山
形
敞
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
こ

三
五
’
四
六
一
九
八
一
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杉
田
（
玄
白
）
氏
の
家
紋
緒
方
富
雄
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
一
）

六
四
一
九
八
一

御
雇
教
師
エ
ル
ン
ス
ト
・
チ
ー
ゲ
ル
小
関
恒
雄
日
本
医
史
学
雑
誌

二
七
（
二
）
二
二
’
一
二
二
一
九
八
一

烏
山
松
円
の
研
究
ｌ
「
か
ら
す
や
ま
」
か
「
う
や
ま
」
か
松
木
明
知

日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
二
）
一
二
三
’
一
三
○
一
九
八
一

大
槻
玄
沢
と
厚
生
新
編
山
形
敞
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）

二
二
三
’
二
二
四
一
九
八
一

松
岡
恕
庵
の
再
評
価
宗
田
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二

二
四
’
二
二
五
一
九
八
一

伊
東
玄
朴
門
人
「
徳
岡
左
門
」
に
つ
い
て
末
中
哲
夫
日
本
医
史
学
雑

誌
二
七
（
三
）
二
二
六
’
二
二
七
一
九
八
一

徳
島
時
代
の
関
寛
斎
福
島
義
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二

三
九
一
九
八
一

鴎
外
の
友
人
・
賀
古
鶴
所
に
つ
い
て
澤
井
清
日
本
医
史
学
雑
誌

二
七
（
三
）
二
四
八
’
二
四
九
一
九
八
一

の
①
。
侭
①
国
ｚ
①
胃
。
自
と
種
痘
事
業
深
瀬
泰
旦
日
本
医
史
学
雑
誌

二
七
（
三
）
二
七
七
’
二
七
九
一
九
八
一

ピ
ル
ロ
ー
ト
の
冑
切
除
術
成
功
百
年
古
川
明
日
本
医
史
学
雑
誌

二
七
（
三
）
二
八
○
’
二
八
二
一
九
八
○

大
槻
玄
沢
と
厚
生
新
編
山
形
敞
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
四
）

三
○
四
１
三
一
五
一
九
八
一

日
本
眼
科
学
の
先
覚
・
井
上
達
也
（
一
八
四
八
’
一
八
九
五
）
伝
補
遺

福
島
義
一
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
七
（
四
）
三
二
四
’
三
三
四
一
九

八
一

香
妃
随
想
ｌ
足
立
文
太
郎
遺
稿
刊
行
に
当
っ
て
Ｉ
井
上
靖
日
本
医
事

新
報
（
二
九
七
四
）
六
一
’
六
四
一
九
八
一

魯
庵
雑
記
（
上
）
冠
豊
一
日
本
医
事
新
報
（
二
九
七
五
）
六
四
’

六
六
一
九
八
一

新
宮
凉
庭
の
遺
墨
と
小
督
碑
岸
本
幸
夫
日
本
医
事
新
報
（
三
○
○
○
）

七
四
一
九
八
一

初
の
胃
が
ん
切
除
手
術
成
功
後
一
○
○
年
を
迎
え
て
ビ
ル
ロ
ー
ト
先
生
を
憶

う
今
永
一
日
癌
治
療
会
誌
一
六
（
三
）
四
○
五
’
四
○
八

一
九
八
一

日
本
の
医
学
の
先
達
伊
古
田
純
道
酒
井
シ
ヅ
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

（
一
二
五
）
七
四
一
九
八
一

も
う
一
つ
の
蘭
学
の
家
・
桂
川
家
杉
本
つ
と
む
日
本
歴
史
（
三
九
二
）

八
二
’
一
○
一
一
九
八
一

医
学
の
散
歩
道

シ
ー
ポ
ル
ト
に
つ
い
て
堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り
（
一
五

四
）
三
一
’
三
四
、
（
一
五
五
）
四
五
’
五
○
一
九
八
一

北
里
柴
三
郎
堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り
（
一
五
六
）
六
四

’
六
八
、
（
一
五
七
）
三
六
’
四
○
、
（
一
五
八
）
五
三
’
五
八
、
一

九
八
一

福
沢
諭
吉
堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り
（
一
五
九
）
二
三
’

二
八
一
九
八
一

北
里
の
女
房
役
北
島
多
一
堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り

（
一
六
○
）
四
三
’
四
七
一
九
八
一
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ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
四
○
○
年
前
の
大
外
科
医
堀
江
健
也
練

馬
区
医
師
会
だ
よ
り
（
一
六
一
）
二
九
’
三
三
、
（
一
六
二
）
五
七
’

六
○
、
（
一
六
五
）
二
四
’
二
七
、
一
九
八
一

津
和
野
と
石
見
人
・
森
林
太
郎
堀
江
健
也
練
馬
区
医
師
会
だ
よ
り

（
一
五
六
）
五
○
Ｉ
五
二
一
九
八
一

崩
昌
ぐ
巴
国
昌
塁
半
田
肇
脳
神
経
外
科
九
（
四
）
五
三
八
’
五

四
一
一
九
八
一

芝
筐
の
『
悶
昌
①
丘
北
村
勝
俊
脳
神
経
外
科
九
（
五
）
六
四
四
’
六

四
七
一
九
八
一

標
麗
冒
。
凰
園
（
少
昌
○
日
○
○
国
①
国
目
。
：
シ
胃
２
国
①
胃
国
恩
吻
員
。
員
園
）

佐
野
圭
司
脳
神
経
外
科
九
（
二
）
一
三
二
八
’
二
三
一
二
一
九

八
一

名
医
列
伝

宇
留
野
春
庵
「
一
摸
を
鎮
め
た
硬
骨
漢
」
大
竹
節
男
ば
ん
ぶ
う

（
七
）
三
六
’
三
七
一
九
八
一

奥
沢
軒
中
・
Ｉ
『
産
科
発
明
』
の
名
著
も
Ｉ
大
竹
節
男
ば
ん
ぶ
う

（
八
）
五
○
’
五
一
一
九
八
一

柏
原
学
而
大
竹
節
男
ば
ん
ぶ
う
（
九
）
六
八
’
六
九
一
九
八
一

鈴
木
抱
山
大
竹
節
男
ば
ん
ぶ
う
（
一
○
）
二
二
’
二
三
一
九
八

高
木
兼
寛
大
竹
節
男
ぼ
ん
ぶ
う
（
二
）
三
○
’
一
三
一
九
八

高
野
長
英
大
竹
節
男
ば
ん
ぶ
う
（
一
二
）
七
○
’
七
一
一
九
八

一
■

フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
医
戒
に
つ
い
て
大
滝
秀
穂
福
井
県
医
師
会
だ
よ

り
（
二
二
六
）
二
七
一
九
八
一

東
北
大
学
付
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
『
喜
多
村
直
寛
自
筆
本
『
黄
帝
内
経
素

間
講
義
』
」
を
め
ぐ
っ
て
石
田
秀
実
文
化
四
五
（
一
・
二
）
七

○
’
七
九
一
九
八
一

医
史
学
者
と
し
て
の
土
肥
慶
蔵
先
生
長
門
谷
洋
治
北
陸
医
史
三

（
一
）
八
’
一
二
一
九
八
一

ホ
ル
ト
ル
マ
ン
の
外
科
治
療
に
つ
い
て
寺
畑
喜
朔
北
陸
医
史
三

（
一
）
一
九
一
九
八
一

加
賀
藩
藩
医
南
保
家
文
書
「
金
瘡
療
治
之
事
」
及
び
「
岩
崎
療
治
」
「
薬
」

に
つ
い
て
加
藤
豊
明
北
陸
医
史
三
（
ご
二
三
’
二
五
一
九

八
一

山
脇
東
洋
の
位
牌
（
補
遺
）
松
田
健
史
・
正
橋
剛
二
北
陸
医
史
三

（
一
）
二
七
’
二
八
一
九
八
一

「
黄
華
堂
医
話
」
賀
川
流
・
初
代
道
宅
黒
田
道
宅
北
陸
医
史
三

（
一
）
二
九
’
三
○
一
九
八
一

平
和
を
作
る
人
た
ち
シ
ベ
リ
ア
に
捕
虜
と
な
っ
た
ｌ
軍
医
の
経
験
か
ら

安
芸
基
雄
承
す
ず
（
二
五
五
）
一
’
二
三
一
九
八
一

オ
ス
ラ
ー
博
士
の
生
涯

定
年
の
時
期
（
一
）
波
紋
を
起
こ
し
た
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学

で
の
告
別
講
演
日
野
原
重
明
・
仁
木
久
恵
旨
の
ｇ
ｏ
旨
四
一
八

（
一
）
一
七
八
’
一
八
三
一
九
八
一

定
年
の
時
期
目
胃
蜀
厨
＆
罵
凰
＆
（
二
）
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大

学
の
ア
メ
リ
カ
医
学
へ
の
寄
与
日
野
原
重
明
・
仁
木
久
恵
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冨
働
島
。
旨
四
一
八
（
二
）
三
○
二
’
三
○
七
一
九
八
一

オ
ス
ラ
ー
の
生
涯
の
終
焉
日
野
原
重
明
冒
。
島
ｏ
冒
騨
一
八
（
三
）

五
○
二
’
五
○
六
一
九
八
一

教
師
と
学
生
一
八
九
二
年
、
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
に
て
日
野
原
重
明
・
仁

木
久
恵
冒
旬
島
。
旨
四
一
八
（
五
）
八
六
六
’
八
七
一
一
九
八
一

教
師
と
学
生
（
二
）
一
八
九
二
年
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
で
の
講
演
の
続
き

日
野
原
重
明
・
仁
木
久
恵
胃
①
島
。
旨
働
一
八
（
六
）
一
○
七
○
’

一
○
七
四
一
九
八
一

病
院
は
大
学
で
あ
る
日
野
原
重
明
・
仁
木
久
恵
旨
①
島
ｏ
旨
四
一
八

（
九
）
一
六
二
八
’
一
六
三
三
一
九
八
一

学
究
生
活
（
そ
の
二
）
日
野
原
重
明
・
仁
木
久
恵
冒
乱
営
昌
四

一
八
（
二
）
一
九
七
○
’
一
九
七
八
一
九
八
一

「
五
○
年
後
に
」
臨
床
医
学
の
教
育
と
学
習
精
神
五
○
歳
の
時
の
オ
ス

ラ
ー
博
士
の
講
演
日
野
原
重
明
・
仁
木
久
恵
旨
の
ｇ
ｏ
言
騨
一
八

（
一
二
）
二
一
五
八
’
二
一
六
六
一
九
八
一

神
農
さ
ん
の
ブ
ロ
ン
ズ
レ
リ
ー
フ
藤
野
恒
三
郎
冨
且
員
の
島
四
二

七
（
一
）
一
’
四
一
九
八
一

伝
記
（
双
）

薩
摩
医
人
群
像
補
遺
（
そ
の
三
○
）
森
重
孝
鹿
児
島
市
医
報
二

○
（
五
）
二
○
’
二
一
、
（
二
）
六
六
’
六
七
一
九
八
一

古
代
ロ
ー
マ
時
代
の
医
師
酒
井
シ
ヅ
手
術
三
五
（
七
）
七
二
一

一
九
八
一

手
の
外
科
の
歴
史
巨
人
の
肩
の
上
で
ｌ
手
の
外
科
の
偉
人
た
ち
Ｉ
磯
部

饒
訳
整
形
・
災
害
外
科
二
四
（
二
）
二
六
三
’
二
六
九
、
（
三
）
四

四
五
’
四
四
八
、
（
四
）
五
六
一
’
五
六
七
、
（
五
）
六
七
一
’
六
七
五
、

（
六
）
七
九
七
’
八
○
二
、
（
七
）
九
三
五
’
九
四
○
、
（
八
）
二
八

三
’
二
八
八
、
（
一
こ
一
五
四
一
’
一
五
四
六
、
（
一
二
）
一
六
九

九
’
一
七
○
四
、
（
一
三
）
一
八
五
七
’
一
八
六
一
、
一
九
八
一

中
世
の
異
色
医
家
酒
巻
英
之
助
逓
信
医
三
三
（
四
）
二
五
一
’
二

五
二
一
九
八
一

益
満
休
之
助
と
関
寛
斎
高
山
坦
三
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）

二
○
六
’
二
○
七
一
九
八
一

新
島
襄
を
め
ぐ
る
医
師
・
看
護
婦
た
ち
長
門
谷
洋
治
日
本
医
史
学
雑

誌
二
七
（
三
）
二
四
六
’
二
四
七
一
九
八
一

同
時
代
人
と
し
て
の
ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
・
く
し
と
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ラ
プ
レ
ー

大
村
敏
郎
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
七
五
’
二
七
七
一
九

八
一

呉
秀
三
・
富
士
川
溝
両
先
生
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
頃
ｌ
わ
が
国
医
史
学
の

濫
膓
を
さ
ぐ
る
岡
田
靖
雄
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
七
（
四
）
三
一

六
’
三
二
三
一
九
八
一

三
雄
（
信
長
・
秀
吉
・
家
康
）
の
生
い
た
ち
と
末
路
王
丸
勇
日
本

医
事
新
報
（
二
九
六
三
）
六
三
’
六
六

寄
生
虫
病
の
研
究
史
に
輝
く
金
大
の
先
駆
者
た
ち
吉
村
裕
之
日
本
医

事
新
報
（
二
九
六
三
）
六
七
’
六
九
一
九
八
一

近
世
医
学
第
一
線
の
越
前
人
・
若
狭
人
小
林
保
正
北
陸
医
史
三

（
一
）
一
五
’
一
八
一
九
八
一

伝
染
病
及
予
防
史

明
治
前
日
本
検
疫
史
山
下
喜
明
医
学
選
粋
（
二
六
）
二
’
一
七
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一
九
八
一

甲
斐
に
お
け
る
痘
科
及
び
牛
痘
種
法
の
伝
搬
に
つ
い
て
神
田
昌
道
日

本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
三
○
’
二
一
三
一
九
八
一

江
戸
時
代
の
麻
疹
流
行
松
田
武
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）

・
二
三
一
’
二
三
四
一
九
八
一

安
政
年
度
の
コ
レ
ラ
流
行
の
北
限
に
つ
い
て
松
木
明
知
日
本
医
史
学

雑
誌
二
七
（
三
）
二
三
五
’
二
三
六
一
九
八
一

感
染
防
御
研
究
の
歴
史
的
展
望
川
喜
田
愛
郎
モ
ダ
ン
メ
デ
ィ
ァ
二

五
（
二
）
七
二
五
’
七
五
七
一
九
七
九

東
洋
医
学
史

中
国
古
代
の
医
学
家
本
誠
一
医
学
選
粋
（
二
七
）
二
’
一
五
一

九
八
一

ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
と
は
何
か
ｌ
そ
の
一
つ
の
こ
た
え
Ｉ
丸
山
博
科

学
医
学
資
料
研
究
（
九
一
）
一
○
’
一
五
一
九
八
一

漢
方
と
漢
方
薬
中
国
医
学
の
変
遷
難
波
恒
雄
君
学
生
二
九
（
二
）

八
一
’
八
五
一
九
八
一

大
塚
敬
節
先
生
の
ご
逝
去
に
対
す
る
海
外
よ
り
の
弔
辞
ｌ
葉
橘
泉
・
表
元
植

編
集
部
漢
方
の
臨
床
二
八
（
二
）
四
一
’
四
四
一
九
八
一

中
国
伝
統
医
学
に
お
け
る
四
時
の
認
識
と
問
題
（
一
）
丸
山
敏
秋
漢

方
の
臨
床
二
八
（
五
）
三
五
’
三
八
一
九
八
一

吉
益
南
涯
塾
、
塾
則
に
つ
い
て
高
野
守
啓
漢
方
の
臨
床
二
八
（
五
）

四
八
’
四
九
一
九
八
一

香
月
牛
山
著
『
遊
豊
司
命
録
』
読
み
下
し
拙
文
宮
崎
綾
子
漢
方
の
臨

床
二
八
（
三
）
四
二
’
四
六
、
（
四
）
四
七
’
五
○
、
（
六
）
三
二
’
三

六
、
（
七
）
四
一
’
四
三
、
（
八
）
二
八
’
三
二
、
（
九
）
三
四
’
三
七

一
九
八
一

浅
井
国
幹
先
生
の
墓
前
に
捧
ぐ
矢
数
道
明
漢
方
の
臨
床
二
八
（
八
）

四
五
’
四
六
一
九
八
一

木
村
博
昭
翁
五
十
年
忌
祭
典
に
列
席
し
て
矢
数
道
明
漢
方
の
臨
床

二
八
（
九
）
四
一
’
四
八
一
九
八
一

松
本
に
於
け
る
浅
田
宗
伯
と
そ
の
後
平
林
達
郎
・
平
林
光
子
漢
方
の

臨
床
二
八
（
二
）
三
四
’
三
七
一
九
八
一

大
塚
敬
節
先
生
一
周
忌
法
要
追
悼
会
矢
数
道
明
漢
方
の
臨
床
二
八

（
二
）
四
八
’
四
九
一
九
八
一

大
正
末
期
か
ら
今
日
に
至
る
漢
方
学
の
推
移
岡
江
久
義
京
都
医
会
誌

二
八
（
二
）
九
三
’
九
五
一
九
八
一

中
国
古
代
に
お
け
る
呪
術
と
医
術
丸
山
敏
秋
宗
教
研
究
（
二
四
九
）

二
七
’
四
七
一
九
八
一

ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
入
門
の
入
門
西
野
美
知
子
東
医
学
研
究
（
二
一
）

一
七
’
一
九
一
九
八
一

韓
国
医
学
史
（
一
）
金
斗
鐘
東
医
学
研
究
（
二
一
）
二
○
’
二
三

一
九
八
一

馬
王
堆
出
土
の
帛
書
『
足
臂
十
一
豚
灸
経
』
読
書
札
記
（
一
）
趙
有

臣
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
一
）
一
’
五
、
（
二
）
一
五
七
’
一
六

二
一
九
八
一

風
の
医
学
（
中
国
古
代
の
場
合
）
家
本
誠
一
日
本
医
史
学
雑
誌
二

七
（
三
）
二
八
三
’
二
八
五
一
九
八
一

丁
若
鋤
の
医
学
思
想
に
つ
い
て
梁
哲
周
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
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（
三
）
二
八
五
’
二
八
六
一
九
八
一

中
国
に
お
け
る
太
医
署
の
職
務
の
史
的
変
遷
に
つ
い
て
ｌ
唐
代
を
中
心
と
し

て
Ｉ
山
本
徳
子
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
八
六
’
二
八
八

一
九
八
一

内
科
史

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
内
科
的
治
療
高
橋
昭
治
療
学
六
（
五
）
七

一
三
’
七
一
六
一
九
八
一

わ
が
国
に
お
け
る
Ｚ
。
旨
‐
国
。
括
翫
ロ
リ
ン
・
〈
腫
（
ａ
）
歴
史
石
川
七
郎

内
科
四
八
（
一
）
四
一
九
八
一

呼
吸
の
医
学
史
太
田
保
世
・
辻
千
鶴
子
日
本
胸
部
臨
床
四
○
（
二
）

一
○
八
’
二
二
一
九
八
一

博
物
館

再
説
・
労
研
饅
頭
と
木
戸
幸
一
日
記
に
あ
ら
わ
れ
た
労
研
三
浦
豊
彦

医
学
史
研
究
（
五
五
）
一
五
一
九
八
一

資
料
館
の
紋
章
の
制
定
に
つ
い
て
緒
方
富
雄
科
学
医
学
資
料
研
究

（
八
九
）
一
一
九
八
一

漢
方
文
献
の
善
本
を
所
蔵
す
る
図
書
館
と
そ
の
利
用
法
（
一
）
小
曽
戸

洋
・
久
保
道
徳
薬
学
図
書
館
二
六
（
一
・
二
）
一
九
’
二
八
一
九

八
一

皮
膚
科
史

皮
膚
科
の
歴
史
青
島
敏
行
日
本
医
事
新
報
（
二
九
八
一
）
六
一
’
六

二
一
九
八
一

病
院
史

大
阪
陸
軍
臨
時
病
院
の
手
術
の
図
酒
井
シ
ヅ
医
学
選
粋
（
二
五
）
二

’
三
一
九
八
一

一
六
世
紀
の
病
院
酒
井
シ
ヅ
手
術
三
五
（
一
○
）
二
○
一
一

九
八
一

戊
辰
戦
争
中
の
軍
事
病
院
（
Ｉ
）
奥
羽
出
張
病
院
に
つ
い
て
佐
久
間
温

己
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
四
○
’
二
四
二
一
九
八
一

本
邦
に
お
け
る
皮
下
注
射
の
濫
膓
と
札
幌
梅
毒
院
宮
下
舜
一
日
本
医

史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
五
○
’
二
五
一
一
九
八
一

病
理
学
・
細
菌
学

顕
微
鏡
は
何
を
見
て
き
た
か
細
菌
学
の
成
立
中
川
徹
○
ご
ｇ
冒
吻

冒
胃
ｏ
”
８
胃
詞
の
ぐ
房
乏
（
二
）
二
○
’
一
二
一
九
八
一

風
俗
史

川
柳
医
療
風
俗
史
・
補
遺
山
本
成
之
助
日
本
医
事
新
報
（
二
九
六
一
）

六
八
’
七
○
、
（
二
九
六
七
）
七
一
’
七
四
、
（
二
九
七
六
）
六
四
’
六

七
、
（
二
九
七
八
）
七
二
’
七
四
、
（
二
九
八
一
）
七
二
’
七
四
、
（
二

九
九
三
）
六
八
’
七
○
、
（
二
九
九
七
）
六
九
’
七
○
、
（
三
○
○
四
）

六
八
’
七
○
、
（
三
○
○
九
）
五
六
’
五
八
一
九
八
一

明
治
期
大
阪
の
伝
染
病
院
内
と
外
水
原
完
日
本
医
事
新
報
（
二

九
八
九
）
六
一
’
六
四
、
（
二
九
九
○
）
六
五
’
六
八
一
九
八
一

疫
神
歓
待
の
伝
承
大
島
建
彦
日
本
民
俗
学
（
一
三
八
）
一
’
二

一
九
八
一

「
切
紙
」
に
観
る
投
薬
の
心
得
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会
だ
よ
り

（
二
二
五
）
一
五
一
九
八
一

仏
教
医
学

薬
師
如
来
瑞
応
伝
に
み
る
治
病
信
仰
関
根
正
雄
日
本
医
史
学
雑
誌
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二
七
（
三
）
二
○
八
’
二
一
○
一
九
八
一

黒
谷
仏
性
寺
の
「
三
七
草
絵
馬
」
に
つ
い
て
岸
治
勇
一
北
陸
医
史

三
（
一
）
二
六
一
九
八
一

法
医
学
史

明
治
初
期
英
米
法
医
学
の
わ
が
国
へ
の
紹
介
小
関
恒
雄
‐
医
学
図
書
館

二
七
（
四
）
二
○
四
’
二
二
一
九
八
一

放
射
線
医
学
史

放
射
線
医
学
の
歴
史
と
現
状
Ｉ
（
そ
の
ご
病
気
を
見
る
Ｉ
舘
野
之
男

科
学
医
学
資
料
研
究
（
九
○
）
一
’
三
一
九
八
一

放
射
線
医
学
の
歴
史
と
現
状
Ｉ
（
そ
の
二
）
異
物
・
骨
・
肉
・
空
気
Ｉ
舘

野
之
男
科
学
医
学
資
料
研
究
（
九
一
）
一
’
三
一
九
八
一

麻
酔
西
洋
医
学
の
歴
史
麻
酔
法
の
先
駆
者
た
ち
矢
部
一
郎
医
歯
薬
進
学

二
（
一
二
）
六
四
’
六
七
一
九
八
一

日
本
に
お
け
る
草
創
期
の
産
科
麻
酔
ｌ
産
科
麻
酔
の
推
奨
者
と
し
て
の
エ
ル

ウ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ッ
松
木
明
知
日
本
医
史
学
雑
誌
一
一
七

（
一
）
四
七
’
五
五
一
九
八
一

世
界
最
初
の
ク
ロ
ロ
フ
ォ
ル
ム
麻
酔
死
ｌ
ハ
ン
ナ
・
グ
リ
ー
ナ
ー
事
件
Ｉ

松
木
明
知
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
七
九
’
二
八
○
一
九

八
一

麻
酔
科
学
史
研
究
最
近
の
知
見
国
四
口
目
島
Ｑ
ｏ
ｇ
２
事
件
松
木
明
知

麻
酔
三
○
（
六
）
六
三
七
’
六
四
一
一
九
八
一

麻
酔
科
学
史
研
究
最
近
の
知
見
（
一
五
）
松
木
明
知
麻
酔
三
○

（
一
○
）
二
四
二
’
二
四
六
一
九
八
一

薬
学
史

『
雍
州
府
志
』
に
象
る
一
七
世
紀
の
成
薬
宗
田
一
医
学
史
研
究

（
五
五
）
二
八
’
三
三
一
九
八
一

富
山
売
薬
の
絵
紙
前
川
久
太
郎
医
学
選
粋
（
二
八
）
二
’
三
一
九

八
一

角
海
浜
稻
名
寺
毒
消
丸
の
引
札
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
（
三
七

五
）
一
九
八
一

石
徹
白
木
法
「
ゆ
う
ふ
く
薬
」
に
つ
い
て
岩
治
勇
一
福
井
県
医
師
会

だ
よ
り
（
二
二
四
）
八
一
九
八
一

貝
類
生
薬
の
本
草
学
的
研
究
（
第
四
報
）
魁
蛤
・
蛤
鯏
に
つ
い
て
浜
田

善
利
・
村
上
誠
懲
薬
史
学
雑
誌
一
五
（
二
）
四
九
’
六
一
一
九
八

蘭
学
医
・
薬
学
の
履
歴
書
種
痘
法
以
前
に
痘
病
へ
の
期
待
を
か
け
ら
れ
た
曼
公

鵜
野
誠
新
医
療
八
（
二
）
八
六
’
八
七
一
九
八
一

天
保
期
に
お
け
る
藤
堂
藩
と
本
草
学
茅
原
弘
日
本
医
史
学
雑
誌

二
七
（
三
）
二
一
六
’
二
一
七
一
九
八
一

中
国
伝
統
医
学
に
お
け
る
薬
物
及
び
方
剤
の
効
能
分
類
の
変
遷
梁
哲

宗
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
（
三
）
二
八
八
’
二
八
九
一
九
八
一

洋
学
勃
興
の
「
思
想
的
前
提
」
に
つ
い
て
沼
田
次
郎
日
本
歴
史
（
四

○
三
）
一
’
一
四
一
九
八
一

蘭
学
事
始
の
跡
を
辿
っ
て
竹
下
外
来
男
北
陸
医
史
三
（
一
）
二
○

’
二
二
一
九
八
一

中
国
の
宋
、
金
、
元
、
明
、
清
代
お
よ
び
中
華
民
国
年
代
に
お
け
る
爆
竹
、
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爆
伐
、
烟
火
岡
田
登
薬
史
学
雑
誌
一
五
（
二
）
六
二
’
七
○

一
九
八
一

佐
渡
に
自
生
す
る
ホ
ソ
バ
オ
ヶ
ラ
ど
３
６
量
。
：
吻
冨
旨
。
３
に
つ
い
て

安
江
政
一
薬
史
学
雑
誌
一
六
（
ご
一
’
八
一
九
八
一

明
治
時
代
の
薬
物
展
覧
会
に
つ
い
て
小
川
麿
二
薬
史
学
雑
誌
一
六

（
一
）
九
’
二
○
一
九
八
一

「
生
薬
学
」
と
訳
し
た
大
井
玄
洞
に
つ
い
て
浅
野
正
義
薬
史
学
雑
誌

一
六
（
一
）
一
二
’
二
四
一
九
八
一

中
国
に
お
け
る
ジ
ャ
コ
ウ
ジ
カ
の
人
工
飼
育
伊
藤
和
洋
薬
史
学
雑
誌

一
六
（
こ
こ
五
’
三
四
一
九
八
一

日
本
の
名
薬
ｌ
売
薬
の
文
化
誌
Ｉ
宗
田
一
八
坂
書
房
刊
一
九
八

そ
の
他

『
砂
糖
の
歴
史
」
米
浪
信
男
旭
川
大
学
紀
要
（
一
こ
一
○
七
’
一

三
○
、
（
一
二
）
六
七
’
八
三
一
九
八
一

戦
時
下
に
お
け
る
医
学
的
虐
待
と
そ
の
背
景
永
田
洋
子
医
学
史
研
究

一
九
世
紀
英
国
に
お
け
る
鯉

一
六
’
一
八
一
九
八
一

日
本
医
学
史
研
究
余
話

は
か
り
酒
井
シ
ヅ
方

Ｅ
Ｄ
の
歴
史
小
山
真
・
相
馬
哲
朗
・
吉
川
和
子
外
科
治
療
四
四

（
四
）
三
八
三
’
三
九
五
一
九
八
一

（
五
五
）
八
１
く
一
五
一
九
八
一

九
世
紀
英
国
に
お
け
る
環
境
制
御

一

服
部
敏
良
科
学
書
院
一
九
八
一

ク
リ
’
一
シ
ア
ン
二
八
（
一
）
四
’
六
一
九
八

野
島
直
子
医
学
史
研
究
（
五
五
）

日
本
に
お
け
る
臨
床
検
査
の
始
ま
り
酒
井
シ
ヅ
け
ん
さ
二
（
二
）

二
五
’
二
九
一
九
八
一

人
類
医
学
年
表
三
木
栄
思
文
閣
出
版
一
九
八
一

医
学
・
歯
学
・
薬
学
の
シ
ン
ボ
ル
・
マ
ー
ク
ー
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
と
ヒ

ギ
エ
イ
ァ
の
杯
Ｉ
古
川
明
歯
界
展
望
五
八
（
五
）
九
七
七
’

九
八
六
一
九
八
一

古
代
エ
ジ
プ
ト
医
学
酒
井
シ
ヅ
手
術
三
五
（
六
）
六
○
八
一
九

八
一

ロ
ン
セ
の
長
老
酒
井
シ
ヅ
手
術
三
五
（
二
）
二
二
七
一
九

八
一

は
じ
め
て
の
ア
メ
リ
カ
ー
医
学
史
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
丸
井
英
二
東
京
医

学
八
七
（
五
・
六
）
一
八
六
’
一
八
八
一
九
八
一

医
の
本
質
三
木
栄
日
本
医
事
新
報
（
二
九
九
六
）
五
九
一
九
八

一
口

イ
ン
ス
タ
ン
ト
哲
学
守
屋
正
日
本
医
事
新
報
（
三
○
○
○
）
六
三

’
六
四
一
九
八
一
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